酸織 


お処 e の 


正しく動作せず r 故障かな？」と思ったときじ参照してください。 


日常の保守(一274ページ） . 本装置を日常使う上で磕認しなければならない点 

やファイルの管理、クリーニングの方まについて 
説明します。 

障害時の対処(一278ページ） . 故障かな？と思ったときに参照してください。 

トラブルの原因の磕認方法やその対処方法につい 
て説明しています。 


本装置全般の運用について説明した 「Express Server Management Guide」 も参考にしてくださ 
い。 「Express Server Management Guide」 は、オンラインドキュメントまたは次のホームぺージ 
より参照することができます。 

『NEC8 番街』 http://nec8.com/ 


0NL- 3020 bE-ISSDS-000-07-0406 
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日常の巧守 

本装置を常にベストな状態でお使いになるために、ここで説明する磕認や保守をを期的に行ってくださ 
い。万一、異常が見られた場合は、無理な操作をせずに保守サービス会社に保守を依頼してください。 


アラートの確認 


システムの運用中は、 ESMPRO で障害状ミ兄を監視してください。 

管理 PC 上の ESMPRO / Se 「 ve 「 Ma ^ lage 「にアラートが通報されていないか、常にを意する 
ようムがけてください。 ESMPRO / Se 「 ve 「 Manage 「の^統合ビユーア」、「データビユーア」、 
r アラートビユーア」でアラートが通報されていないかチェックしてください。 


ESMPRO でチェックする画面 



データビューァ 


ステータスランプの確認 


本装置の電源を ON にした後、およびシャットダウンをして本装置の電源を OFR こする前 
に、本装置前面にあるランプや、 3.5 インチデバイスベイに搭載している八ードディスクド 
ライブのランプの表示を磕認してください。ランプの機能と表示の内容については1章をご 
覧<ださい。万一、本装置の異常を示す表示が磕認された場合は、保守サービス会社に連絡 
して保守を依頼してください。 
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定期的に本装置の八ードディスクドライブ内の大切なデータをバックアップすることをお勃 
めします。本装置に最適なバックアップ用ストレージデバイスやバックアップツールについ 
てはお買い求めの販売店にお問い合わせください。 

八ードウエアの構成を変更したり、巨 IOS の設をを変更したりした後は、オフライン保守ユー 
ティリティの「システム情報の管理」機能を使ってシステム情報のバックアップをとってくだ 
さい。詳しくは3章を参照してください。 

ディスクアレイを構築しているシステムでは、ディスクアレイのコンフィグレーション情報 
のバックアップをとっておいてください。また、八ードディスクドライブの故障によるリビ 
ルドを行った後もコンフィグレーション情報のバックアップをとっておくことをお勧めしま 
す。コンフィグレーション情報のセーブは添付の EXPRESS 巨 UILDER CD - ROM を使用しま 
す。5章を参照してください。 


クリーニング 


本装置を良い状態に保つためにを期的にクリーニングしてください。 





A\ 

A® 

装置をま全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。人び死 
こする、または重傷を負うおそれびあります。詳しくは、 iii ページ ly 降の説明を 
ご覧ください。 

• 自分で分解•修理•改造はしない 

• DVD / CD - ROM ドライブの内部をのぞかない 

• プラグを差し込んだまま取り扱わない 


本体のクリーニング 

本装置の外観のミちれは、柔らかい乾いた布でふき取ってください。ミちれが落ちにくいとき 
は、次のような方まできれいになります。 

M-O • シンナ ー 、ベンジンなどの揮発性の溶剤は使わないでください。材質のいたみや変色の 
信事3 原因になりまず。 

• コンセント、ケーブル、本装置背面のコネクタ、本装置内部は絶対に水などでめ5さな 
いで < ださい。 


故障かな？と思つたときは 
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1. 本装置の電源が OFF (POWER ランプ消の）になっていることを確認する。 

2 . 本装置の電源コードをコンセントか6あく。 

3. 電源コードの電源プラグ部分についているほこりを乾いた布でふき取る。 

4. 中性洗剤をめるま湯または水で薄めて柔6かい布を還し、よく紋る。 

己.本装置の巧れた部分を手順4の布で少し強めにこすってミちれを取る。 

巨.真水でめ6してよく殺った巧でもう一度ふく。 

7. 乾いた布でふく。 

8 . 乾いた巧で装置背面にある吸気□や排気□(こ付着しているほこりをふき取る。 


キーボード/マウスのクリーニング 

车ーボードは本装置および周辺装置を含むシステム全体の電源が OFF ( POWER ランプ消な) 
になっていることを磕認した後、羊ーボードの表面を乾いた布で拭いてください。 
マウスが正常に機能するためには、内部のマウスボールがスムーズに回転できる状態でなけ 
ればなりません。マウスボールのミちれを防ぐためにほこりの少ない場所で使用して、定期的 
に次の手順でクリーニングしてください。 

1. 本装置の電源が OFF (POWER ランプ消の）になっていることを確認する。 

2 . マウスを裏返してマウスボールカバーを 
反時計回りに回して中か6マウスボール 
を取り化す。 


3. マウスボールを乾いた柔6かい布などで 
ふいて、ミちれを取り除く。 

ミちれがひどいときはめるま湯または水で 
薄めた中性洗剤を少量含ませてふいて 
ください。 

4. マウス内部にある3つのルさな□ーラを 
綿棒などでふ<。 

ミちれがひどいときはアルコールなどを 
少量含ませてふいてください。 

己.マウスボールをマウスの中(こ戻す。 

手順3、4でマウスボールや□ーラをめ6 
した場合は、十分に乾燥させてか6ボー 
ルを人れてください。 

巨. マウスボールカバーを 元(こ戻して、時計 
回 LJ (こ回して□ックする。 



マウス底面 
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DVD/CD-ROM のクリーニング 

DVD / CD-ROM にほこりがついていたり、トレーにほこりがたまっていたりするとデータを 
正しく読み取れません。次の手順に従って走:期的にトレー、 DVD / CD-ROM のクリーニング 
を行います。 

1 . 本装置の電源が ON (POWER ランプ点灯）になっていることを確認する。 

2. DVD / CD-ROM ドライブ前面の DVD/CD トレーイジェクトボタンを押す。 

トレーが DVD / CD-ROM ドライブか 6 化てきます。 

3. DVD / CD-ROM を軽く持ちなが 6 トレーか 6 取り化す。 

I vT-oira 

I DVD / CD-ROM の信号面に手び触れないようま意してください。 

4. トレー上のほこりを乾いた柔6かい布でふき取る。 

w-oira 

DVD / CD-ROM ドライブのレンズをクリーニングしないで<ださい。レンズび傷ついて i 写動作 
の原因となります。 

5. トレーを軽く押してトレーを DVD / CD-ROM ドライブ(こ戻す。 

巨. DVD / CD-ROM の信号面を乾いた柔 6 かい布でふく。 

DVD / CD-ROM は、中/こ、か 5 が側に向けてふいてください。ク 
リーナをお使いになるときは、 DVD / CD-ROM 専用のクリーナ 
であることをお確かめください。レコード用のスプレー、クリー 
ナ、 ベンジン、シンナーを使用すると、ディスクの内容び読めな 
くなったり、本装置にそのディスクをセットした結果、故障した 
りずるおそれがありまず。 


テープドライブのクリーニング 

テープドライブのへ、ソドのミちれはファイルのバックアップの失敗やテープカートリッジの損 
傷の原因となります。を期的に専用のクリーニングテープを使ってクリーニングしてくださ 
い。クリーニングの時期やクリーニングの方法、および使用するテープカートリッジの使用 
期間や寿命についてはテープドライブに添付の説明書を参照してください。 

EXPRESSBUILDER に格納されているユーティリティ「テープ監視ツール」を本装置にインス 
トールしておくと、テープドライブやテープカートリッジの状態を監視し、クリーニングの 
要求やドライブの異常などをポップアップメッセージとして表示したり、異常の詳細をイべ 
ント□グに記録したりすることができます。インス I -ールについては5章またはオンライン 
ド车ュメントを参照してください。 



7故障かな？と思つたときは 
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障害時の対処 

r 故障かな？」と思ったときは、ここで説明する内容について磕認してください。該当することがらがある 
場合は、説明に従って正しく対処してください。 


障害箇所の切り分け 


万一、障害が発生した場合は、 ESMPRO / Se 「 ve 「 Manage 「を使つて障害の発生箇所を磕認 
し、障害が八ードウエアによるものかソフトウエアによるものかを判断します。 

障害発生個所や内容の磕認ができたら、故障した部品の交換やシステム復旧などの処置を 
行います。 


障害が八ードウエア要因によるちのかソフトウエア要因によるちのかを判断するには、 


[51\/1ド1^0/56「ソ6「1\/1311396「が便利です。 



本装置の障害発生箇所お 
よび障害内容を確認 


み jB| と J 毎 I rt| 旬 I 


ESMPRO/SM 


因システムドライフ 。 ONLINE Mylex System Drive 旧 9F2 

•巧 巧 テ '' がイス ONLINE Mylex Physical Device I99F2 

因システムドライ r' CRITICAL Mylex System Drive 199 に 

テ''がイス DEAD Mylex Physical Device I99F2 


ESMPRO/ServerManager 
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ESMPRO / Se 「 ve 「 Mamge 「上で本装置を監視している際に、 本装置を示すアイコンが[警告] 
(黄色)や[異常](ホ色)を示した場合、本装置が故障した可能性があります。この場合、 W 下 
の手順でどの部分に異常-警告が発生しているかを特をし、対処を行ってください。 


1. ESMPRO/ServerManager のウィンドウで、左側のツリ ー 構造上の対応する本装置を示すアイ〕 
ンをちクリ、ソクする。 

2. メニューかデータビューア」を選択する。 

3. データビューアのウィンドウで、異常•警告の化ているアイコンを探し、その発生箇所を特定す 

る。 


を構成情報のツリーを開いていくこと 
で、その部品の詳細情報を見ることがで 
きます。 

例えば、「ストレージ」一 r 八ードディス 
ク」 一 r[i] 八ードディスク」 一「xx 情報」な 
どを参照することで、この八ードディス 
クの詳細な情報が表示されます。 

詳細は、£31\/|ド1^0/56「ソ6「1\/|311396「のへル 
プを参照してください。 ESMPRO / 
36「ソ6「1\/1311396「のへルプはインストールし 
た管理用 PC の「スタート」メニューから 
「 ESMPRO 」 を選んで表示されるメニューか 
ら忙 SMPRO / SM ] や[データビューア]のへ 
ルプを選択してください。 



ヴーバの確認〜 ID スイツ 



複数の本装置を1つのラックに搭載している場合、保守 
をしようとしている装置がどれであるかを見分けるため 
に装置の前面および背面にある riD ランプ」で磕認しま 
す。 

前面にある D スイ、ソチを押すと ID ランプが点なします。 
もう一度押すとランプは消灯します。 

ラック背面からの保守は、暗<、狭い中での作業とな 
り、正常に動作している本装置の電源やインタフェース 
ケーブルを取り外したりするおそれがあります。 ID ス 
イッチを使って保守する本装置を磕認してから作業をす 
ることをお勤めします。 



ID ランプ 


ID スイ、ソチ 


n □□□□□□□ 

□□□□□□□□□ 
□□□□□□□□□ 
□□□□□□□□□ 


回 


。[ 


111 pTsiii 

n □□□□w □□□□□□□□□□□□□□□□□□ _ 

H ( Q ) O 目目目目目目冒[□巨!目目目目 OCD •目目 


0000 
niDOooo 
000000 
000000 
000000 
〇 000 




固 


曰 


ns 
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POST (Power On Se げ - Test ) は、本装置のマザーボード内に記録されている自己診断機能 
です。 

POST は本装置の電源を ON にすると自動的に実行され、マザーボード、メモリ、 CPU 、 
羊ーボード、マウスなどをチェックします。また、管理 PC から MWA を起動し、本体に接続 
すると管理 PC 上に POST 実行内容が表示され、各種の BIOS セットアップユーティリティの 
起動メッセージなども表示します （ MWA からの接続方法については、5章の 「 MWA 」 で説明 
しています）。 


本装置の化荷時の設をでは管理 PC と通信されていない場合、 [^ nr |=/" p => 
POST を実行している間、ディスプレイ装置には 「 NEC 」 □ゴが V . 
表示されます。 

jl ; 「 NEC 」 ロゴの表示中に < Esc > キーを押さなくても、はじめから POST の診断内容を表示させ 

I ヒント .I ることができます。6章の「システム BIOS 」 の 「 Advanced 」 にある 「 Boot-time Diagnostic 
Screen 」 の設定:を「 Enabled 」 に切り替えてください。 

POST の実行内容は常に確認する必要はありません。次の場合に POST 中に表示される 
メッセージを磕認してください。 

• 「故障かな？」と思ったとき 

• 電源 ON から 0 S の起動の間に何度もビープ音がしたとき 
•ディスプレイ装置に何らかのエラーメッセージが表示されたとき 


POST の流れ 

次に POST で実行される内容を順を追って説明します。 


M-O • システムの構成によっては、ディスプレイの画面に 「Press Any Key 」 とキー入力を 
要求ずるメッセージを表示ずる場合もありまず。これは取り付けたオプションのボード 
の BIOS び要求しているためのものです。オプションの説明書にある説明を確認 
してか5何かキーを巧してください。 

• オプションの PCI ボードの取り付け/取りがし/取り付けているス□ットの変更をして 
か5電源を ON にすると、 POST の実行中に取り付けたボードの構成に誤りびあること 
を示すメッセージを表示して POST をいったん停止することびあります。 

この場台はく F レキーを巧して POST を継続させてください。ボードの構成についての 
変更/設定は、この後に説明するユーティリティを使って設定できます。 


1. 電源 ON 後、 POST が起動し、メモリチェックを始めます。ディスプレイ装置の画面左上に基本 
メモリと拡張メモリのサイズをカウントしているメッセージが表示されます。また、画面下に 
i：_rF のメッセージが表示されます。 


Press <ESC> to view diagnostic messages, <Space> to abort memory test 
Press <F2> to enter SETUP, <F4> Service Partition, <F12> Network 


•LE12E] 

r < Space > to abort memory test 」 のメッセージ表示中に < Space > キーを押すと、メモリ 
テストをスキップすることができます。 
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なお、本装置に搭載されているメモリの量じよっては、メモリチェックが完了 
するまでに数分かかる場合もあります。同様に再起動した場合など、画面に表示を 
するのに1分程度の時間がかかる場合があります。 

2. 続いて本装置に内蔵の SCSI コント□ー ラをお化し 、 SCSI BIOS セットアップユーティリティの起 
動を促すメッセージが表示されます。 

そのまま何も入力せずにいると数秒後(こ POST を自動的に続けます。 


Press <Ctrl> <A> for SCSISelect(TM) Utility! 

ここで < Ctrl > キーと < A > キーを押すとユーティリティが起動します。設定方まやパラメータの 
機能(こついては、6章の 「SCSI BIOS 」 を参照してください。ユーティリティを使用しなければ 
な6ない例としては次のような場合があります。 

• 外付け SCSI 装置を接続した場合 
• システム内部の SCSI 装置の接続を変更した場合 

ユーティリティを終了すると、本装置は自動的にもう一度始めか 6 P 0 ST を実行します。 

3. 接続している SCSI 装置が使用している SCSI ID 番号などを画面に表示します。 

4. <本装置の PCI バスに起動巧能なオプション ROM を搭載した PCI ボードを搭載している場合> 

搭載したボードの BIOS セットアップユーティリティの起動を促すメッセージが表示されます。 

本装置の PCI バス(こ起動巧能なオプション ROM を搭載した PCI ボードを複数搭載しているときは、 
通常、インターナル PCI 一 PCI #1 一 PCI #4一 PCI #2一 PCI #3の順で搭載しているボードの BIOS 
セットアップユーティリティの起動メッセージを表示します(搭載したボードにより順番が変更に 
なる場合もあります)。操作方まじついては、それぞれのボードに添付の説明書を参照して<ださ 
い。 

己.次に、 CPU や接続しているキーボード、マウスなどをお化したことを知6せるメッセージを表示 
します。 

巨.その後、 iU 下のメッセージが表示されます。 

パターン 1* : 

Press <ESC> to view diagnostic messages 

Press <F2> to enter SETUP or Press <F12> to Network 


パターン 2* : 

Press <ESC> to view diagnostic messages 

Press <F2> to enter SETUP, <F4> Service Partition, <F12> Network 


パターン 3* : 

Press <ESC> to view diagnostic messages 

Press <F1> to resume, <F2> to Setup, <F12> to Network 

パターン 4* : 

Press <ESC> to view diagnostic messages 

Press <F1> to resume, <F2> Setup, <F4> Service Partition, <F12> Network 

* 装置の状態によって、メ 、ソ セージの内容は異なります。 

それぞれのキーを人力した場合の動作や起動するユーティリティは] U 下のようになっています。 
通常では、特に起動する必要はありません。 


7故障かな？と思つたときは 
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•L 励 

• <ESC> キーを押下した場合、 POST の終わりで Boot メニユーを表示します。このメニユ ー 
から起動するデバイスを還がすることができます。 


Boot Menu 


1. CD-ROM Drive 

2. +Removable Devices 

3. +Hard Drive 

4. IBAGE Slot 0118 vl109 

5. IBAGE Slot 0119 vl109 


<Enter Setup> 


• <F2> キーを押した場合、 BIOS セットアップユーティリティを起動します。本装置を使用す 
る環境に合った設をに変更するときに起動してください。エラーメッセージを伴った上記の 
メッセージが表示された場合を除き、通常では特に起動して設をを変更する必要はありませ 
ん。設を方まやパラメータの機能については。6章を参照してください。 

• <F4> キーを押した場合、保ず用パーティシヨンから起動します。保ず用パーティシヨンに 
ついては、「保ず用パーティシヨンの設を （1 54ぺージ）」を参照してくださし、。 

• <F12> キーを押下した場合、ネットワークブートを実行します。 

• 「Press <F1> to resume」 のメッセージが表示される場合は、 POST 中に何らかの異常を 
検出しています。メッセージの内容やが処方まについては、次項の 「POST 中のエラーメッ 
セージ」を参照してください。エラーメッセージが表示されている場合でも、 <F1> キーを押 
すと起動します。 


8. 目 I 0 S セットアップユーティリティに ETUP 」 でパスワードの設定をすると、パスワードを入力 
する画面が表示される場合があります。 

パスワードの入力は、3回まで巧えます。3回とも入力を誤ると本装置を起動できなくなります。 
この場合は、本装置の電源を OFF じしてか6、10秒程度時間をあけてか6再度、本装置の電源を 
ON (こして本装置を起動し直してください。 





I -ールずるまではパスワードを設定しないでくださし、。 


9. POST を終了すると 0 S を起動します。 


POST のエラーメッセージ 

POST 中にエラーを橫化するとディスプレイ装置の画面にエラーメッセージを表示される 
か、ビープ音が鳴ります。エラーメッセージの表示内容やビープ音の鳴り方、その意□ホや 
対処方法については、次項を参照して<ださい。 

I M-O 保守サービス会社に連絡するとをはディスプレイの表示やビープ音の鳴り方をメモして 
おいてください。アラーム表示は保守を行うときに有用な情報となりまず。 
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エラーメッセージ 


本装置に何らかの異常が起きるとさまざまな形でエラーを通知します。ここでは、エラー 
メッセージの種類じついて説明します。 


ランプにぶるエラーメッセージ 

本装置の前面や背面にあるランプはさまざまな状態を点な、点滅、消なによるパターンや色 
による表示でユーザーじ通おします。「故障かな？」と思ったらランプの表示を磕認してくだ 
さい。ランプ表示とその意□ホについては1章をご覧ください。 


POST 中のエラーメッセージ 



#1が故障した場合の表示） 

また、ビープ音のパターンでエラーを通知することもあります。 

次ページじ(降の表で、画面に表示されるメッセージやビープ音とその意□ホ、対処方法に 
ついて説明します。 

I M -0 保守サービス会社に連絡するときはディスプレイの表示やビープ音のパターンをメモして 
おいてください。アラーム表示は保守を行うときに有用な情報となります。 

■ I ： ここで記載されている POST のエラーメッセージー覧は本装置単体のものです。マザーボー 

ドに接続されているオプションボードに搭載されている BIOS のエラーメッセージとそのが 
処方まについてはオプションに添付の説明書を参照してくださし、。 
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ディスプレイに表示されるエラーメッセージ 

次にエラーメッセージの一覧と原因、その対処方法を示します。 


ディスプレイ上の エラー メッ セージ 

意味 

巧処方法 

0200 Failure Fixed Disk 

J \— ドディスクドライブエラー。 

保守サービス会社に連絡して<だ 
さい。 

0210 Stuck Key 

キーボード接続エラー。 

丰ーボードをホ妾続し直してくだ'さい。 

0211 Keyboard error 

キーボードエラー。 

• 丰ーボードを接続し直してく 
ださい。 

• 再起動して<ださい。問題が 
解ずされない場合は、保守 
サービス会社に連絡してくだ 
さい。 

0212 Keyboard Controller 

Failed 

キーボードコント□ーラエラー。 

0213 Keyboard locked - 

Unlock key switch. 

キーボードが□ックされている。 

0220 Monitor type does not 

match CMOS - Run 
SETUP 

モニタのタイプが CMOS メモリと一致 
しない。 

SETUP を起動してください。 
SETUP で直らない場合は保守 
サービス会社に連絡してくださ 
い。 

0230 System RAM Failed at 

offset: 

システム RAM エラー。 

保守サービス会社に連絡して<だ 
さい。 

0231 Shadow 民 am Failed at 

offset: 

シャドウ RAM エラー。 

0232 Extended RAM Failed at 

address line: 

拡張 RAM エラー。 

0250 System battery is dead - 

Replace and run SETUP 

システムのバッテリがない。 

保守サービス会社に連絡して、 
バッテリを交換してください（本 
装置を再起動後、 SETUP を起動 
して設定し直してください）。 

0251 System CMOS checksum 

bad - Default 
configuration used 

システム CMOS メモリのチェックサム 
が正しくない。 

デフォルト値が設定されまし 
た。 SETUP を起動して、設定し 
直して<ださい。問題が解決され 
ない場合は、保守サービス会社に 
連絡してください。 

0252 Password checksum bad 

- Passwords cleared 

パスワードのチェックサムが正しくな 
い。 

パスワードがクリアされまし 
た。 SETUP を起動して設定し直 
してください。 

0260 System timer error 

システムタイマーエラー。 

SETUP を起動して、時刻や日付 
を設定し直してください。設定し 
直しても同じエラーが続けて起き 
るときは保守サービス会社に連絡 
してください。 

0270 Real time clock error 

リアルタイムク□、ソクエラ ー。 

0271 Check date and time 

setting 

リアルタイムク□ックの時刻設定に誤 
りがある。 

02B0 Diskette drive A error 

フ□、ソピーディスクドライブ A の 

-L フ ー0 

SETUP を起動して、 「 Main 」 メ 
ニューの 「Legacy 円 oppy A 」 、 
「Legacy Floppy BJ を設定し直 
してください。設定し直しても同 
じエラーが続けて起きるときは保 
守サービス会社に連絡してくださ 
い。 

02B1 Diskette drive B error 

フ□、ソピーディスクドライブ B の 
ェラー。 
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ディスプレイ上のエラーメッセージ 

意味 

巧処方法 

02B2 

Incorrect Drive A type - 
run SETUP 

フ□、ソピーディスクドライブ A のタイ 
プが正しくない。 

SETUP を起動して、設定し直し 
てください。問題が解まされない 
場合は、保守サービス会社に連絡 
してください。 

02B3 

Incorrect Drive B type - 
run SETUP 

フ□、ソピーディスクドライブ B のタイ 
プが正しくない。 

02D0 

System cache error - 
Cache disabled 

システムキャッシュエラー。 

キャッシュを使用できません。保 
守サービス会社に連絡してくださ 
い。 

02D1 

System Memory exceeds 
the CPU's caching limit 

メモリが CPU の丰ャッシュの限界を 
超えた。 

保守サービス会社に連絡して<だ 
さぃ。 

02F5 

DMA Test Failed 

DMA テストエラー。 


02F6 

Software NMI Failed 

ソフトウェア NMI エラー。 


02F7 

Fail-safe Timer NMI 

Failed 

フェイルタイマの NMI エラー。 


0611 

IDE configuration 
changed 

IDE の構成エラー。 


0612 

IDE configuration error- 
device disabled 

IDE の構成デバイスエラー。 


0613 

COM A configuration 
changed 

シリアルポート1の構成エラー。 


0614 

COM A config. error - 
device disaoled 

シリアルポート1の構成デバイス 

-L フ ー Q 


0615 

COM B configuration 
changed 

シリアルポート2の構成エラー。 


0616 

COM B config. error - 
device disabled. 

シリアルポート2の構成デバイス 
ェラー。 


0617 

Flopppy configuration 
changed 

フ□、ソピーディスクドライブの構成 
ェラー。 


0618 

Floppy config. error - 
device disaoled 

フ□、ソピーディスクドライブの構成 
Xハイ乂エフー。 


0B1B 

PCI System Error on 
Bus/Device/Function 

バス/デバイス/機能で PCI システム 
エラーが発生した。 


0B1C 

PCI Parity Error on 
Bus/Device/Function 

バス/デバイス/機能で PCI パリティ 
エラーが発生した。 


0B22 

Processors are installed 
out of order. 

プ□セ、ソサ (CPU) の故障。 

保守を依頼してプ□セ、ソサを交換 
してください。 

0B28 

Unsupported Processor 
detected on Processor 1 

CPU #1ソケットにサポートしていな 
いプ□セ、ソサ （CPU) が搭載されてい 
な。 

本装置がサポートしているプ□セ 
、ソサであることを確認してくださ 
い〇 

確認できない場合は保守サービス 
会社に連絡して保守を化頼して< 
ださい。 

0B29 

Unsupported Processor 
detected on Processor 2 

CPU #2ソケットにサポートしていな 
いプ□セ、ソサに PU) が搭載されてい 
な。 
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ディスプレイ上のエラーメッセージ 

意味 

巧処方法 

0B30 

CPU Fan 1 Alarm 
occurred. 

ファンの異常。 

ファンの故障、またはファンの目 
詰まりが考えられます。保守サー 
ビス会社に連絡して保守を依頼し 
てください。 

0B31 

CPU Fan 2 Alarm 
occurred. 


0B32 

Baseboard Fan 1 Alarm 
occurred. 



0B33 

Baseboard Fan 2 Alarm 
occurred. 



0B34 

Baseboard Fan 3 Alarm 
occurred. 



0B35 

Baseboard Fan 4 Alarm 
occurred. 



0B50 

Processor # 1 with error 
taken off ine. 

CPU#1 でエラーをお化したため、 

CPU#1 を縮退した。 

CPU が縮退しています。保守サー 
ビス会社に連絡して<ださい。 

0B51 

Processor #2 with error 
taken offline. 

CPU#2 でエラーを検出したため、 
CPU#2 を縮退した。 


0B5F 

Forced to use Processor 
with error 

CPU エラーをお化した。 

すべての CPU でエラーを検出した 
ため、強制的に起動しています。 
保守サービス会社に連絡して<だ 
さい。 

0B60 

DIMM group #1 has 
been disabled. 

メモリエラーをお化した。メモリ#1が 
縮退している。 

保守サービス会社に連絡して<だ 
さい。 

0B61 

DIMM group #2 has 
been disabled. 

メモリエラーをお化した。メモリ#2が 
縮退している。 


0B62 

DIMM group #3 has 
been disabled. 

メモリエラーをネ矣化した。メモリ#3が 
縮退している。 


0B70 

The error occurred 
during temperature 
sensor reading. 

温度異常をお化する途中にエラーを 
ネ矣出した。 


0B71 

System Temperature out 
ot the range. 

温度異常をお化した。 

ファンの故障、またはファンの 
目詰まりが考え6れます。保守 
サービス会社に連絡して保守を 
依頼してください。 

0B74 

The error occurred 
during voltage sensor 
reading. 

電圧をお出中にエラーが起きた。 

保守サービス会社に連絡してくだ 
さい。 

0B75 

System voltage out of the 
range. 

システムの電圧に異常をお化した。 


0B78 

The error occurred 
during fan sensor 
reading. 

FAN センサの検出中にエラーが起き 
た。 


0B7C 

The error occurred 
during redundant power 
module confirmation. 

冗長電源を構成している途中でエラー 
をネ矣化した。 

保守サービス会社に連絡して電源 
ユニットを交換してください。 

0B7D 

The normal operation 
can't be guaranteed with 
use of only one PSU. 

本装置に必要な基本電源構成を満たし 
ていない。 

保守サービス会社に連絡して電源 
ユニットを増設または交換してく 
ださい。 
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ディスプレイ上のエラーメッセージ 

意味 

巧処方法 

0B80 

BMC Memory Test 

Failed. 

BMC デバイス(チップ)のエラー。 

POWER スイ、ソチにより電源を 
OFR こし、電源コードを抜き差し 
した後に、起動し直してくださ 
し、問題が解まされない場合は、 
保守サービス会社に連絡して<だ 
さぃ。 

0B81 

BMC Firmware Code 

Area CRC check failed. 


0B82 

BMC core hardware 
failure. 


0B83 

BMC IBF or OBF check 
failed. 

BMC のアドレスへのアクセスに失敗 
した。 


0B8A 

BMC SEL area full. 

システムイベント□グを書き込める 
容量がない。 

ESMPRO をインストールしてい 
る本装置の場合、保守サービス会 
社に連絡してくだい。 ESMPRO 
をインストールされていない本装 
置の場合、致命的な障害ではあり 
ませんが、 SETUP を起動し、 
「 Server」 - 「Event Log 
Configuration」 の 「Clear Event 
Log」 を実行してください。 

0B8B 

BMC progress check 
timeout. 

BMC チェックを一時中断した。 

POWER スイ、ソチにより電源を 
OFR こし、電源コードを抜き差し 
した後に、起動し直してくださ 
し、問題が解まされない場合は、 
保守サービス会社に連絡してくだ 
さぃ。 

0B8C 

BMC command access 
failed. 

BMC コマンドアクセスに失敗した。 

0B8D 

Could not redirect the 
console - BMC Busy - 

コンソールリダイレクトができない 
(BMC ビジー）。 

0B8E 

Could not redirect the 
console - BMC Error - 

コンソールリダイレクトができない 
(BMC エラー）。 


0B8F 

Could not redirect the 
console - BMC 

Parameter Error - 

コンソールリダイレクトができない 
(BMC パラメータエラー）。 


0B90 

BMC Platform 

Information Area 
corrupted. 

BMC デバイス(チップにラー。 


0B91 

BMC update firmware 
corrupted. 



0B92 

Internal Use Area of 

BMC FRU corrupted. 

Chassis 情報を格納した SROM の 
故障。 


0B93 

BMC SDR Repository 
empty. 

BMC デバイス(チップにラー。 


0B94 

IPMB signal lines do not 
respond. 

IPMB (Intelligent Platform 
Management Bus) の故障。 


0B95 

BMC FRU device failure. 

Chassis 情報を格納した SROM の 
故障。 


0B96 

BMC SDR Repository 
lailure. 

センサデータレコード情報を格納 
した SROM の故障。 


0B97 

BMC SEL device failure. 

BMC デバイス(チ、ソプ)の故障。 


0B98 

BMC RAM test error. 

BMC RAM のエラー。 


0B99 

BMC Fatal hardware 

error. 

BMC のエラー。 
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ディスプレイ上のエラーメッセージ 

意味 

巧処方法 

0B9A 

BMC not responding. 

BMC のエラー。 

POWER スイッチにより電源を 
OFR こし、電源コードを抜き差し 
した後に、起動し直してくださ 
し、問題が解みされない場合は、 
保守サービス会社に連絡して<だ 

0B9B 

Private I2C bus not 
responding. 

プライべートに C バスより無応答。 

0B9C 

BMC internal exception. 

目 MC のエラー。 

さい。 

0B9D 

BMC A/D timeout error. 

BMC のエラー。 


0B9E 

SDR repository corrupt. 

目 MC のエラーまたは SDR のデータの 
破損。 


0B9F 

SEL corrupt. 

BMC のエラーまたはシステムイベン 
卜□グのデータの破損。 


OBBO 

SMBIOS - SROM data 
read error. 

SROM のデータリードエラー。 


0BB1 

SMBIOS - SROM data 
checksum bad. 

SROM のデータチェックサムエラー。 


OBCO 

POST detected startup 
lailure of 1st Processor. 

CPU #1のエラー。 

保守サービス会社に連絡して該当 
する CPU を交換ください。 

0BC1 

POST detected startup 
failure of 2nd Processor. 

CPU #2のエラー。 


OBDO 

1st SMBus address not 
acknowledged. 

1st SMBus アクセスに対してデバイ 
スが無応答。 

保守サービス会社に連絡してシステ 
ムイベント□グで示されたボードを 
交換ください。 

0BD1 

1st SMBus device Error 
detected. 

1st SM 目 US アクセスに対してエラー 
をお化した。 

0BD2 

1st SMBus timeout. 

1st SMBus アクセスに対してタイム 
アウトをお化した。 


0BD3 

2nd SMBus address not 
acknowledged. 

2nd SMBus アクセスに対してデバイ 
スが無応答。 


0BD4 

2nd SMBus device Error 
detected. 

2nd SMBus アクセスに対してエラー 
をネ矣化した。 


0BD5 

2nd SMBus timeout. 

2nd SMBus アクセスに対してタイム 
アウトをお化した。 


0BD6 

3rd SMBus address not 
acknowledged. 

3rd SMBus アクセスに対してデバイ 
スが無応答。 


0BD7 

3rd SMBus device Error 
detected. 

3rd SMBus アクセスに対してエラー 
をお化した。 


0BD8 

3rd SMBus timeout. 

3rd SMBus アクセスに対してタイム 
アウトをお化した。 


0BD9 

4th SMBus address not 
acknowledged. 

4th SMBus アクセスに対してデバイ 
スが無応答。 


OBDA 

4 也 SMBus device Error 
detected. 

4th SMBus アクセスに対してエラー 
をお化した。 


OBDB 

4 也 SMBus timeout. 

4th SMBus アクセスに対してタイム 
アウトをお化した。 


OBDC 

5th SMBus address not 
acknowledged. 

5th SMBus アクセスに対してデバイ 
スが無応答。 


OBDD 

5th SMBus device Error 
detected. 

5th SMBus アクセスに対してエラー 
をネ矣化した。 


OBDE 

5th SMBus timeout. 

5th SMBus アクセスに対してタイム 
アウトをお化した。 
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ディスプレイ上のエラーメッセージ 

意味 

巧処方法 

0BE8 

IPMB address not 
acknowledged. 

IPMB アクセスに対してデバイスが 
無応答。 

保守サービス会社に連給して<だ 
さい。 

0BE9 

IPMB device Error 
detected. 

IPMB アクセスに対してエラーを検出 
した。 


OBEA 

IPMB timeout. 

IPMB アクセスに対してタイムアウト 
を検出した。 


8120 

Unsupported DIMM 
detected in DIMM group 
#1. 

本装置でサポートしていない DIMM を 
検出した。 

保守サービス会社に連絡して該当 
するグループの DIMM に枚)を交換 
してください。 

8121 

Unsupported DIMM 
detected in DIMM group 
#2. 



8122 

Unsupported DIMM 
detected in DIMM group 
#3. 



8130 

Mismatch DIMM 
detected in DIMM group 
#1. 

DIMM グループ内の DIMM の種類が 
一致していない、あるいは、 DIMM 
が1枚しか搭載されていない。 

D 1 M M の取り付け状態を確認して 
<ださい。問題が解みされない 
場合は、保守サービス会社に連絡 
してください。あるいは、 DIMM 

8131 

Mismatch DIMM 
detected in DIMM group 
#2. 


に貼り付けられているラベルを 
見て、 DIMM グループごとに同じ 
種類の DIMM が取り付けられて 
いることをモを認してください。 

8132 

Mismatch DIMM 
detected in DIMM group 
#3. 


異なっている場合は、保守サービ 
ス会社に連絡して DIMM を交換し 
てください。 

8140 

DIMM group # 1 with 
error is enabled. 

メッセージにあるグループでエラーを 
起こした DIMM をお化した。 

保守サービス会社に連絡して該当 
するグループの DIMM に枚)を交換 
してください。 

8141 

DIMM group #2 with 
error is enabled. 


8142 

DIMM group #3 with 
error is enabled. 



8150 

NVRAM Cleard By 
Jumper. 

ジャンノ 設定により NVRAM をクリア 
した。 

電源 OFF 後、ジャンパの設定を元 
に戻してください。 

8151 

Password Cleared By 
Jumper 

ジャンパ設定によりパスワードを 
クリアした。 


8160 

Mismatch Processor 

Speed detected on 
Procesor 1. 

CPU #1の周波数が合っていない。 

CPU の周波数を磕認してくださ 
し、確認できない場合は保守サー 
ビス会社に連絡してください。 

8161 

Mismatch Processor 

Speed detected on 
Procesor 2. 

CPU #2の周波数が合っていない。 


8170 

Processor 1 not 
operating at intended 
frequency. 

期待する周波数で CPU が動作していな 
い。 


8171 

Processor 2 not 
operating at intended 
frequency. 



817F 

All Processors not 
operating at intended 
frequency. 
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ディスプレイ上のエラーメッセージ 

意味 

巧処方法 

8200 Online Spare Memory 

was not ready. 

オンライン-スペア-メモリ機能を有 
効にできない DIMM ボード実装状態で 
ず。 

DIMM に貼り付けられているラべ 
ルを見て、「オンライン-スぺ 
ア-メモリ機能」におった DIMM 
が取り付けられていることを磕認 
して<ださい。問題が解まされな 
い場合は、保守サービス会社に連 
絡してください。 

NOTICEiYour System Redundant 
Power Supply is not Configured. 

非冗長電源構成で動作中でず。 

エラーではありません。 

Expansion Rom not initialized. 

PCI カードの拡張 ROM が初期化されな 
い。 

SETUP を起動し、 「Advanced」- 
「PCI Configuration」 で設定を 
変更して<ださい。 0S の起動に関 
係しない PCI デバイスの Option 
ROM は 「Disabled」 に設定する 
ことができます。 

Invalid System Configuration 

Data. 

システム構成データが破壊されていま 
す。 

保守サービス会社に連絡してくだ 
さい。 

Invalid System Configuration 

Data Read Error. 

システム構成データのリードエラー。 


System Configuration Data Write 
Error. 

システム構成データのライトエラー。 


Resource Conflict. 

PCI カードのリソースが正しく マツ 
ピングされていない。 


WARNINGiIRQ not configured. 

PCI カード割り込みが正し<設定され 
ていない。 



• フアンのエラーメッセージとフアンの取り付け位置 


己 B Fan 3 


己 B Fan 2 
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• CPU のエラーメッセージと CPU の取り付け位置 



Processor 1 /First Processor 


Processor 2/Second Processor 


メモリのエラーメッセージとメモリの取り付け位置 

DIMM は2枚で1つのグループを構成します。 
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ビープ 音による エラー 通知 

POST 中にエラーを橫化しても、ディスプレイ装置の画面にエラーメ 、ソ セージを表示できな 
い場合があります。この場合は、一連のビープ音でエラーが発生したことを通おします。 
エラーはビープ音のいくつかの音の組み合わせでその内容を通知します。 

たとえば、ビープ音が1回、連続して3回、1回、1回の組み合わせで鳴った（ビープコード: 
1-3-1-1)ときは DRAM リフレッシュテストエラーが起きたことを示します。 


次にビープコードとその意□ホ、対処方法を示します。 


ビープコード 

意味 

巧処方法 

1-2 

Video BIOS の初期化エラー 

ディスプレイ装置になにも表示されない場合は、ディ 
スプレイのコネクタの取り付け状態を磕認してくださ 
し、問題が解みされない場合は、保守サービス会社に 
連絡して、マザーボードを交換してください。 

増設した PCI ボードのオプション ROM の展開が表示さ 
れない場合は、 PCI ボードの取りがけ状態を確認して< 
ださい。問題が解みされない場合は、保守サービス 
会社に連絡して、マザーボード、増設した PCI ボードを 
交換してください。 

1-2 

ォプション ROM 初期化エラー 

1-2-2-3 

ROM チェックサムエラー 

保守サービス会社に連絡して、マザーボードを交換し 
てください。 

1-3-1-1 

DRAM リフレッシュテストエラー 

DIMM ボードの取りがけ状態を確認してください。問題 
が解まされない場合は、保守サービス会社に連絡し 
て、 DIMM ボードまたはマザーボードを交換してくださ 
い。 

1-3-1-3 

キーボードコント□ーラエラー 

キーボードを接続し直して<ださい。問題が解まされ 
ない場合は、保守サービス会社に連絡して、マザー 
ボードを交換してください。 

1-3-3-1 

メモリをお化できない。あるいは、 
DIMM ボードのタイプが異なる 

DIMM ボードの取りがけ状態を確認してください。問題 
が解まされない場合は、保守サービス会社に連絡し 
て、 DIMM ボードまたはマザーボードを交換してくださ 
い。 

1-3-4- 1 

DRAM アドレスエラー 

1-3-4-3 

DRAM テスト Low Byte エラー 

1-4-1-1 

DRAM テスト High Byte エラー 

1-5-1-1 

CPU の起動エラー 

CPU の取り付け状態を磕認して<ださい。問題が解み 
されない場合は、保守サービス会社に連絡して、 CPU 
またはマザーボードを巧換してください。 

1-5-2-1 

CPU が搭載されていない 

1-5-2-3 

CPU 電圧が異なる CPU の混在エラー 

増設した CPU がサポート対象品であることを確認して 
<ださい。問題がなければ次に、 CPU が正し<取りが 
けられていることを磕認してください。問題が解まさ 
れない場合は、保守サービス会社に連絡して、 CPU ま 
たはマザーボードを交換してください。 

1-5-2-4 

フ□ントサイドバスの周波数が異な 
る CPU の混在エラー 

1-5-4-4 

電源異常 

内部のボードの故障が考えられます。保守サービス会 
社に連絡して故障したボードの特定と交換を化頼して 
ください。 

2-2-3- 1 

不正割り込みテストエラー 

保守サービス会社に連絡してマザーボードを交換して 
ください。 


ピープコード「1-5-4-2」の鳴動は停電や瞬断などにより AC 電源の供給が遮断され、システム 
の再起動が行われたことを通知するものです。異常ではありません。 
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MWA による仮想 LCD のエラーメッセージ 

MWA の BMC ダイア□グボックスを開くことにより、管理対象のストリーミングサーバの仮 
想 LCD ( 16巧 X 2行)を表示することができます。 

MWA の詳細な説明は、 EXPRESS 目 UILDER 内のじ(下のパスに格納されている 「 MWA ファー 
ストステップガイド」を参照してください。 

CD-ROM ドライブ: ¥ mwa ¥ doc ¥ jp ¥ mwa _ fs 呂 .pdf 

仮想 LCD には、 POST 実行状ミ兄および運用中や DC OFF ( AC 電源は ON ) の間に発生したェ 
ラーの内容を表示します。表示内の Ale け Standard Format ( ASF ) は、横査項目またはエ 
ラー内容をコードと簡単なメッセージで表したものです。次ページじ(降にメッセージの内容 
とその意□ホ、対処方法を示します。 



AS 口ードI 


ASF 文字列 


また、 POST 中にエラーを橫化した場合は、 POST が終了した後、仮想 LCD 上の POST エ 
ラーコードを表示します。284ページの表を参照して、コードの意□ホと対処方法を磕認して 
ください。 

2SJ 

pK バ1た瑕のモ巧巧聞19:02:24 
利柳- 


mB32 


11237 I 
システムI 


|booti 

がIは 

号機 a 


口の f 


I ミちち B 寺間： 


岡 0 9 
就： 


い - 


: Express5800/ISS GeneralServer 
I : 01234567890 


o 


更巧 


程 


] ントル切を 


回園国 

バリースイが A で一 on リセット 

曲 I I 司崎 

ぶ对プ快の むで 甚巧哉を] 


-弦急を源3 

圓1 

il 附 P— 

丽 


「1 

を郎- 

圆圆 

J 巧- off J、 で-サイクル 

IPWr 倍ま6 BMC 設定 


閉じる^ 


エラーコード 
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1 行目の表示 


メッセージ 

意味 

巧処方法 

Prepare To Boot 

POST が正常に終了した。 

エラーではありません。 

CPU Reconfigured 

CPU を縮退した。 

保守サービス会社に連絡して、シ 
ステムイベント□グで表示され 
る CPU またはマザーボードを交換 
してください。 

Mem Reconfigured 

メモリを縮退した。 

保守サービス会社に連絡して、シ 
ステムイベント□グで表示され 
る DIMM グループまたはマザー 
ボードを巧換してください。 

PCI Bus PERR XX 

PCI バスパリティエラーが発生した。 

保守サービス会社に連絡して<だ 
さい。 

PCI Bus SERR XX 

PCI バスシステムエラーが発生した。 

Chipset Err xxxx 

チップセットエラーが発生した。 

Mem Hot Sparing 

オンライン-スペア-メモリ機能が実 
施され、運用 DIMM グループを切り替 
ぇた。 

オンライン-スペア-メモリ機能 
により、連続運転が可能ですが、 
保守サービス会社に連絡して、シ 
ステムイベント□グで表示され 
る DIMM またはマザーボードを巧 
換してください。 


2行目の表示 


メッセージ 

意味 

巧処方法 

Proc Missing 

CPU が実装されていない。 

CPU の取りがけ状態を確認してく 
ださい。問題が解みされない場合 
は、保守サービス会社に連絡し 
て、 CPU またはマザーボードを巧 
換してください。 

240 VA Power Down 

240 VA Power Down が発生した。 

保守サービス会社に連絡して<だ 
さい。 

BB +1.5 v Aim XX 

1.5 V 異常が発生した。 

保守サービス会社に連絡してくだ 
さい。 

BB +2.5 v Aim XX 

2.5 V 異常が発生した。 


BB +3.3 v Aim XX 

3.3 V 異常が発生した。 


BB +3.3 vs Aim xx 

3.3 VS 異常が発生した。 


BB +5 .Ov Aim XX 

5 V 異常が発生した。 


BB +12.0 v Aim xx 

に V 異常が発生した。 


BB - に. Ov Aim XX 

-12 V 異常が発生した。 


VCCP 1 Aim XX 

VR 異常が発生した。 



























メッセージ 

意味 

巧処方法 

Battery Aim xx 

マザーボード上のリチウムバッテリ異 
常が発生した。 

保守サービス会社に連絡して、マ 
ザーボード上のリチウムバッテリ 
またはマザーボードを交換してく 
ださい。 

Memory U-Err 

メモリアンコレクタブルエラーが発生 
した。 

保守サービス会社に連絡して、シ 
ステムイベント□グで表示され 
る DIMM グループまたはマザー 
ボードを交換してください。 

Bus Critical Err 

バス異常が発生した。 

保守サービス会社に連絡してくだ 
さい。 

Entering Setup 

BIOS セットアップユーティリティを 
起動中。 

異常ではありません。 

SCSI A Term 1 XX 

SCSI CH#A ターミナル異常が発生し 
た。 

保守サービス会社に連絡して<だ 
さい。 

SCSIATerm2 XX 

SCSI CH#A ターミナル異常が発生し 
た。 


SCSI A Terms xx 

SCSI CH#A ターミナル異常が発生し 
た。 


SCSI B Term 1 xx 

SCSI CH#B ターミナル異常が発生し 
た。 


SCSIBTerm2 XX 

SCSI CH#B ターミナル異常が発生し 
た。 


SCSI B Terms xx 

SCSI CH#B ターミナル異常が発生し 
た。 


Processor 1 Hot 

CPU#1H 饥が発生した。 

保守サービス会社に連絡して、 
ファン、 CPU またはマザーボード 
を交換してください。 

Processor 2 Hot 

CPU#2 Hot が発生した。 

FP Temp Aim xx 

フ□ントパネル温度異常が発生した。 

本装置の設置環境を確認して < だ 
さい。問題が解決されない場合 
は、保守サービス会社に連絡して 
ください。 

Prod TempAlm xx 

CPU#1 温度異常が発生した。 

保守サービス会社に連絡して、 
ファン、 CPU またはマザーボード 
を交換してください。 

Proc2 TempAlm xx 

CPU#2 温度異常が発生した。 

BB Temp Aim xx 

マザーボード温度異常が発生した。 

保守サービス会社に連絡して、フ 
ァンまたはマザーボードを交換し 
てください。 

PDB Temp Aim XX 

電源温度異常が発生した。 

保守サービス会社に連絡して、電 
源またはマザーボードを交換して 
ください。 

WDT timeout 

ウォッチドッグタイムアウトが発生し 
た。 

保守サービス会社に連絡してくだ 
さい。 

DUMP Request! 

DUMP スイ、ソチが押された。 

故障ではありません。 

Memory C-Err Dis 

メモリコレクタブルエラーが多発し、 

イベントがディセーブルされた。 

連続運転が可能ですが、保守サー 
ビス会社に連絡して、システムイ 
ベント□グで表示される DIMM ま 
たはマザーボードを交換してくだ 
さい。 

Power Unit 1 Aim 

電源ユニット1異常が発生した。 

保守サービス会社に連絡して、電 
源ユニットまたはマザーボードを 
交換してください。 

Power Unit 2 Aim 

電源ユニット2異常が発生した。 


7 故障かな？と思つたときは 


29己 




























メッセージ 

意味 

巧処方法 

CPU Fan 1 Alarm 

CPU Fan1 異常が発生した。 

ファンの故障、またはファンの目 
詰まりが考えられます。保守サー 
ビス会社に連絡し保守を化頼して 
ください。 

CPU Fan 2 Alarm 

CPU Fan 2 異常が発生した。 

BB Fan 1 Alarm 

BB Fan1 異常が発生した。 

BB Fan 2 Alarm 

BB Fan 2 異常が発生した。 

BB Fan 3 Alarm 

BB Fan 3 異常が発生した。 

BB Fan 4 Alarm 

BB Fan 4 異常が発生した。 

Cover Open 

トップカバーが確実に閉じられていな 
い。 

異常ではありません。トップ 
カバーをきちんと閉じなおしてく 
ださい。 


-ファン-電源ユニットのエラーメッセージと取りがけ位置 


Power Unit 2 Aim 



- CPU のエラーメッセージと CPU の取り付け位置 



Processor 1/Proc 1 


Processor 2/Proc 2 
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Windows のエラーメッセージ 

Windows Server 2003の起動後に致命的なエラー ( STOP エラーやシステムエラー）が起き 
るとディスプレイ装置の画面がブルーに変わり、エラーに関する詳細なメッセージが表示さ 
れます。 


*** STOP: OxOOOOOOOA (0x00000074, 0x00000002, 0x00000001 ， 0x80108E7A) 

IRQ し NOT-LESS-OR-EQUAL*** Address 80108 E7A has base at 801000 0 _ ntoskrnl.exe 



画面のバックグラウンドの色は「ブルー」 


画面に表示されたメッセージを記録して保守サービス会社に連絡してください。 

また、このエラーが起きると本装置は自動的にメモリダンプを実行し任意のディレクトリに 
メモリダンプのデータを保存します。「メモリダンプ（デバ、ソグ情報)の設を」 (3 章)を参照し 
てください。 

のちほど保守サービス会社の保守員からこのデータを提供していただくよう依頼される場合 
があります。 M 0 や DAT などのメディアにファイルをコピーしての保守員に渡せるよう準備 
しておいてください。 

I M-O STOP エラーやシステムエラーび発生しシステムを再起動したとき、仮想メモリび不足し 
ていることを示ずメッセージび表示されることびありまずび、そのまま起動してください。 

^ このファイルをメディア(こコピーする前(こ、イベントビューアを起動して、システムイベン 
品歹]卜□グで Save Dump のイベント□グが記録され、メモリダンプが保をされたことを確認 
してください。 

このほかにもディスクやネットワークなど内蔵デバイスや周辺装置にエラーが 
起きた場合にも警告メッセージが表示されます。メッセージを記録して保守サービス会社に 
連絡してください。 
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システム CPU る巧亩負荷 こ3 

システム CPU 商負巧励复 
システム CPU 育負巧回ほ 
システム CPUS 巧音を巧 
システム CPU ミち亩負荷回ほシ 
システム CPU る巧ち育巧 
システム CPU 髙負巧回ほ / 

システム CPU 音]負巧回ほ グ 

システム CPU 高を巧 CJ 

システム CPU 高負巧回ほ グ 

システム CPU 舌]負荷回ほ 
システム CPU 高を巧 
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む CPU 
コタ CPU 
コホ CPU 
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コホ CPU 
む CPU 
コホ CPU 
コホ CPU 
コタ CPU 
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comml ROLEX 
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comml ROLEX 
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不明なサー州 
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備民1-轉■が^ 


ヴーバ管理アプリケーションか5のエラーメッセージ 


ESMPRO/ServerAgent や ESMPRO / 
ServerManager 、 Power Console 
Plus、Adaptec Storage Manager - 
Browser Edition など本装置専用の管理 
ツールを本装置や管理 PC へインス I -ール 
しておくと、何らかの障害が起きたときに 
管理 PC や本装置に接続しているディスプ 
レイ装置から障害の内容を巧ることができ 
ます。 


各種アプリケーションのインストールや運用方法については5章またはオンラインド羊ュメ 
ントを参照してください。 

ESMPRO を使ったシステム構築やを種設をの詳細についてはオンラインヘルプや、オン 
ラインド车ュメントの 「Express Server Management Guide 」、 別売の 「 ESMPRO システム 
構築ガイド」で詳しく説明されています。 


I W 謂造§造證證識脚 
篇思篇窟篇 

抑州 Mg 抓抑抑州抑饥 M 

lEiiiiiiiiiisi 
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本装置が思うように動作しない場合は修理に化す前に次のチェックリストの内容に従って本 
装置をチェックしてください。リストにある症状に当てはまる項目があるときは、その後の 
確認、処理に従ってください。 

それでも正常に動作しない場合は、症状を記録してから、保守サービス会社に連絡してくだ 
さい。 


装置本体について-導入時の問題- 

( D 初期設定ツールで本装置の自動発見びできない 

n LAN ケーブルが接続されていない可能性があります。 LAN ポート1に LAN ケーブル 
が正しく接続されているか磕認してください。 

n 本装置の起動が完了していない可能性があります。初回電源投入時に 0 S の再設定 
を行うため、起動に数分〜10分程度時間がかかる場合があります。 

n 本装置が正常に起動していない可能性があります。コンピュータをの重複や IP アド 
レス/サブネ、ソトマスクの設定に誤りがないか磕認してください。 

同ーネットワーク上の複数の本装置を再インストールした場合、複数台同時に起動 
すると2台目じ(降は正常に起動できません。1台ずつ起動して初期設定を行い、初 
期設定完了後に次の1台を起動して < ださい。 

□ ネットワーク負荷が高い可能性があります。自動発見オプションの設定でオプショ 
ンの値を変更してください。 

® 初期設定ツールで IP アドレスを変更できない 

n 初期設定ツール起動時に[次回からこのツールでの変更を不可にする]のチェック 
ボックスにチェックして設定を更新してしまうと、初期設定ツールを使用して IP ア 
ドレス等を変更することができなくなります。 

この場合は、 WebUI を起動し、[ネットワーク]-[インターフェイス]より、変更を 
行いたい対応した N にを選択し、タスクの [ IP ] をクリックすることで、 IP アドレス 
などの設定を変更できるようじなります。 

( D 初期設定ツールで設定変更び開始できない 

n 初期設定ツールの一覧で r 初期設をサービス」が停止となっている場合、初期設を 
ツールじよる設を変更はできません。管理ツール WebUI を使用して設を変更を行っ 
てください。 

( D 初期設定 ツールでサーバの 自動発見後 や、サーバ 選択時に初期設定変更 サービスを 停 

止するよう促されるメッセージび表示される 

n 初期設定ツールでは、 IP アドレスやマシンをなどを変更可能ですが、サーバでこれ 
に対応する、初期設定変更サービスを起動したままにしておくと、セキュリティ 
ホールとなる可能性があります。そのため、初期設をツールでは、そのような状態 
のサーバが存在する場合、サービスを停止するよう促すため、警告ダイア□グメ 、ソ 
セージを表示する仕様となっています。ご了承ください。 
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初期設定ツールで設定変更びできない 

n コンピュータをや IP アドレスを誤って設をした可能性があります。同ーネットワー 
ク上にコンピュータをや IP アドレスが同じマシンが存在しないか磕認してくださ 
し、もしコンピュータをや IP アドレスを重複して設定してしまった場合は、重複し 
たマシンをいったんネットワークから切り離して、本装置を再起動し、初期設定 
ツールで設定変更してください。 

n 複数の LAN ポートにケーブルが接続されている可能性があります。複数の LAN ポー 
卜を使用する場合は、まず LAN ポート1のみにケーブルを接続して初期設をを巧 
し、初期設を完了後に残りのコネクタじケーブルを接続してください。 

初期設定ツールで管理ツール WebUI の起動びできない 

n 本装置の一覧で WebUI 起動が巧となっている装置に対して管理ツール WebUI の起 
動ができない場合は、ネットワークの設定またはブラウザの設定に問題がある可能 
性があります。本装置および、初期設をツールを動作させている Windows マシン 
のネットワークの設を、およびブラウザの設定を磕認して<ださい。なお、管理 
ツール WebUI は Internet Explorer 5.5 J ： i 上で動作します。初期設定:ツールを使用 
する前に、通常使用するブラウザを Internet Explorer 5.5 JU 上に設定しておいてく 
ださい。 

n 本装置の一覧で WebUI 起動が不可となっている場合、管理ツール WebUI の起動は 
できません。初期設定サービスが起動中の場合は、初期設定ツールで正しく設を変 
要を行ってください。初期設をサービスが停止の場合は、ネットワークの設をに間 
題がある可能性があります。初期設をツールを動作させている Windows マシンの 
ネットワークの設定を磕認してください。 

初期設定ツールで WebUI 起動び不可と表示される 

n 初期設をが完了していない場合は、 WebUI 起動が不可となります ( DHCP サーバか 
らアドレスを取得できない場合)。初期設定ツールで初期設定を行って<ださい。 

n 初期設定が完了した本装置について WebUI 起動が不可となる場合は、ネットワーク 
の設をに問題がある可能性があります。本装置および、初期設定ツールを動作させ 
ている Windows マシンが同ーネットワークに属しているか磕認してください。 

n WebUI 起動の磕認じ時間がかかり、不可となってしまう場合があります。もう一度 
自動発見を行って巧とならないか確認してください。なお、本装置の一覧で WebUI 
起動が不可となっている場合、管理ツール WebUI の起動はできません。 







装置本体について-運用時の問題- 

( J ) 電源び ON にな! 5 ない 

n 電源が本装置に正しく供給されていますか？ 

-電源コードが本装置の電源規格に合ったコンセント（または UPS ) じ接続されて 
いることを確認してください。 

一本装置に接続されている電源コードを使用してください。また、電源コードの 
被覆が破れていたり、プラグ部分がおれてしげこりしていないことを磕認してく 
ださい。 

一接続したコンセントのブレーカが ON になっていることを磕認してください。 
一 UPS じ接続している場合は、 UPS の電源が ON になっていること、および UPS 
から電力が化力されていることを磕認してください。詳しくは UPS に添付の 
説明書を参照してください。 

また、本装置の BIOS セットアップユーティリティで UPS との電源連動機能の設 
定ができます。 

く確認する メニュ ー：「 Server 」 一 「 AC - LINK 」 一 [Power OnJ > 
n POWER スイ、ソチを押しましたか？ 

一本装置前面にある POWER スイ、ソチを押して電源を ON ( POWER ランプ点な）に 
してください。 

(D 起動しない 

□ DVD / CD - ROM ドライブじ EXPRESS 己 UILDER CD - ROM をセツトしてし^ませんか？ 
一 DVD / CD - ROM ドライフ、、(こ EXPRESS 目 UILDER CD - ROM をセツトしてし^る場 
合は、 CD - ROM から起動しています。 CD - ROM を取り化して再起動してくださ 
い。 

n 起動設をは正しいですか？ 

一いったん、 EXPRESS 目 UILDER CD - ROM をセットして本装置を起動してくだ 
さい。 EXPRESS 巨 UILDER CD - ROM から起動することじより、内部設定:がデ 
フォルト値に戻ります(通常の運用には支障ありません)。それでち起動できな 
い場合は、本体のマザーボード上にある CMOS メモリの内容をクリアしてくだ 
さい。詳細な手順については、6章を参照してください。 

d ) ブラウザび WebUI を見つけることびできない 

n 正しい URL を入力していますか？ 

一正しい URL は、 「 https :// hostname : 8098/」または rhttp :// hostname : 8099/」 
です。 rhostname 」 の部分じは本装置のコンピュータをまたは IP アドレスを入力 
してください。 

n 正しいポート番号を指定していますか？ 

-ポート「8098」を使用する場合は、 URL ウィンドウで https :// を指定しているこ 
とを磕認してください。 https :// をがけずにアプリケーションのアドレスを入 
力すると、動作しません。 

③ WebUI び正しく動作しない 

n 正しい Web ブラウザを使用していますか？ 

ーサポートしている Web ブラウザは 、 Internet Explorer 5.5 J ： i 降です。それ外 
のバージョンおよび Netscape はサポートしていないので、正しく動作しませ 
ん。 
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® WebUI に接続すると、ブラウザで r ページが表示できません」というエラー画面が表示 

される 

n 正しい URL を指定していますか？また、マシンをや IP アドレス等を変更していませ 
んか？ 

ーネットワーク負荷がかかっているか、本装置へのアクセスが集中して、レスポ 
ンスが遅くなっている可能性があります。しばらく待ってから再びアクセスし 
てください。 

一本装置の管理 Web サイトが停止している可能性があります。リモートデスク 
トップ機能を用いるか、本装置を直接操作し、 t (下の操作を行ってください。 

1. 本装置のデスクトップの「インターネットインフォメーションサービス 
川 S ) マネージャ」を起動する。 

2. 左側のツリーより[サーバーを]- [ Web サイト]を開く。 

3. [ Administration ] が停止していた場合、選択してちクリックし、[開始]を 
選択する。 

一必要なサービスが停止している可能性があります。リモートデスクトップ機能 
を用いるか、本装置を直接操作し、下記サービスが起動していることを確認し 
てください。 

— IIS Admin Service 
— Web Wide Web Publishing Service 
- HTTP SSL 

(D WebUI に接続すると、ブラウザで 「Internet Explorer のセキュリティの設定により、リ 

モート管理用 Web インターフェイスは利用できません。」という画面が表示される。 

n クライアント側のブラウザは正しく設定されていますか？ 

- WebUI にアクセスするには、クライアント側のスクリプトを有効じしなければ 
なりません。また、 WebUI の機能のいくつかは ActiveX コント□-ルとファイ 
ルのダウン□ー ドが有効である場合にのみ正しく動作します。 

Internet Explorer を使用する場合、ゾーンの構成に応じて、「信頼済みサイト」 
または「ローカルイントラネット」のゾーンにその Web サイトを追力□すること 
で、これらの機能を有効にすることができます。セキュリティゾーンおよび設 
定についての詳細は 、 Internet Explorer のヘルプを参照してください。 

なお、 WebUI を r 信頼済みサイト」または「ローカルイントラネット」のセ羊ュリ 
ティゾーンに追力日するには W 下の手順で行います。 

1 .Internet Explorer の[、ソール]—[インターネットオプション]をクリックす 
る。 

2. [セキュリティ]タブをクリックし、[信頼済みサイト]または[イントラネッ 
卜]をクリックしてから、[サイト]をクリックする。 

3. [次の Web サイトをゾーンに追力□する]ボックスに、このゾーンに追力□す 
る Web サイトのインターネットアドレスを入力して、[追力日]をクリックす 
る。 
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® WebUI の各種ページに接続すると、ブラウザで r ページび表示できません」というエ 

ラー画面や白いページび表示される 

n 必要な Web サイトが停止していませんか？ 

一 t (下の操作を行い、 Web サイトを開始してください。 

1. WebUI の[メンテナンス]-[リモートデスクトップ]より、本装置に□グオ 
ンする。 

2. デスクトップの「インターネットインフォメーションサービス川 S ) マネー 
ジャ」を起動する。 

3. 左側のツリーより[サーバーを]- [ Web サイト]を開く。 

4. 停止している Web サイトを選択してちクリックし、[開始]を選択する。 

n 必要なサービスが停止していませんか？ 

ーリモートデスクトップ機能を用いるか、本装置を直接操作し、必要なサービス 
が起動していることを磕認してください。（該当サービスについてはを説明書を 
参照してください。） 

n 本装置の r インターネット接続ファイアウォール」の詳細設をを正しく設定していま 
すか？ 

一 「インターネット接続ファイアウォール」の詳細設をを行った際に適切なサービ 
スポートを許可しなかった可能性があります。4章の r ファイアウォール設を」を 
参照し、必要なサービスへのアクセスを許巧してください。 

なお、リモートデスクトップ機能が使用できない場合は、本装置を直接操作 
し、4章の r ファイアウォール設定」の手順3じ(降を参照し、「リモートデスク 
トップ」サービスへのアクセスを許巧する必要があります。 

n WebUI の[ネットワーク]-[管理 Web サイト](管理 Web サイトのプ□パティ）で管理 
Web サイトへのアクセスじ使用する IP アドレスを ro .0.0.0」 じ設定しませんでしたか？ 



一 N にが正常に機能していない場合 ( IP アドレスが指定されていない、 LAN ケーブ 
ルが繫がっていない等）じ、 WebUI の[ネットワーク]-[管理 Web サイト](管理 
Web サイトのプ□パティ）でにの IP アドレスのみ」をチェックした際に選択可能 
となるリスト内に ro . 0 . 0 . 0 」 が表示される場合があります。 これを 設定した場 
合、不正なパラメータが設をされたとして管理 Web サイト rAdministration 」 が 
停止してしまいます。正常じ開始するには、本装置へ□一カルアクセスし、次 
の作業を行ってください。 
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1. デスクトップ上にある「インターネットインフォメーションサービス川 S ) 
マネージャ」ショートカットをダブルクリ 、ソク する。 

2. 停止している rAdministratiorU サイトをちクリ、ソクし、「プ□パティ」を選 
択する。 


[Web サイト]タブが選択された状態で Administration のプ□パティが開き 
ます。 



3. 「 Web サイトの識別」内の riP アドレス」のリストボックスから N に1に指定 
されている IP アドレスを選択し、 [0 K ] または[適用]をクリックする。 



4. 「 Administration 」 サイトを選択し、[開始]ボタンをクリ、ソクする。 



W 上で、 N に1の IP アドレスを用いて、リモートマシンから WebUI でアクセスす 
ることが可能じなります。なお、今後 ro . 0 . 0 . 0 」 が表示された場合は、これを選 
択しないようにしてください。 
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w-Oi® 

•「 Administration 」 サイトが正常に開始した繳ホ、「未使用の IP アドレスのずベて」 
を還択し直ずことび可能です。また、 N に2に IP アドレスび正常に指定されている 
場合には、 MC 2 の IP アドレスを指定することも可能です。 

• 手順 2-3 を行わずに、 「 Administration 」 サイトを起動しようとしてもエラーとな 
り、起動でをませんのでを意してください。 



( D リモートデスクトップ機能を使用した際に下のエラーび表示される 


VBScript ： リモートデスウトクブ 


サーバーへの掉棉 IL ラー: WMS 。 この喊能を巧巧するには、サーバーのリモートデスウトツブをち如してください。 


! . m: 


n リモートデスクトップへの接続制限数を超えていませんか？ 

ーリモートデスクトップ接続で許巧された最大接続数を超過している可能性があ 
ります。リモートデスクトップ接続している他の画面を終了させてください。 

その後も同様のメッセージが表示される場合は、一度ブラウザを終了した後し 
ばらく経ってから操作を行ってください。約15分で使用されていないセッショ 
ンの場合は自動的に切断されます。 

それでもメッセージが表示される場合は、本装置を再起動してください。 

なお、リモート管理用として一度に実行できるセッションは2つのみです。セッ 
ションを実行したままにすると、他のユーザーの操作に影響を与える可能性が 
あります。処理が終わったら、必ずセッションを切断してください。 

n 本装置の r インターネット接続ファイアウォール」の詳細設をを正しく設定していま 
すか？ 

一「インターネット接続ファイアウォール」の詳細設をを行った際に、「リモートデ 
スクトップ」を許可しなかった可能性があります。 

この状態になってしまうと、リモートデスクトップ機能は使用できません。本 
装置を直接操作し、4章の r ファイアウォール設を」の手順 3 t (降を参照し、「リ 
モートデスクトップ」他、必要なサービスへのアクセスを許可してください。 

n リモートデスクトップへの接続設定を無効にしていませんか？ 

一本装置の「マイコンピュータ」のプ□パティの[リモート]設をで、リモートデス 
クトップ接続を許可するチェックボックスをはずしてしまった可能性がありま 
す。 

本装置を直接操作し、上記チェックボックスを選択してください。 
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® WebUI で設定した変更内容に更新されていない 

n 設をを変更したら、 [0 K ] をクリックして、変更を有効にしてください。また再起 
動の指示があった場合は、指示に従って再起動してください。 

® 電源び OFF にな5ない 

□ セッション中に POWER スイ、ソチを押しませんでしたか？ 

ーリモートデスクトップで□グイン時、もしくはセッションが切断されていない 
状態で、本装置の POWER スイッチを押してしまった可能性があります。その 
場合、本装置の POWER スイ、ソチを押してもシャットダウンすることができま 
せん。この状態では、 WebUI を使用したシャットダウン、リモートデスクトッ 
プからのシャットダウンができなくなります。本装置に羊ーボードもしくはマ 
ウスとディスプレイを接続すると、画面に次のメッセージが表示されていま 
す。 



[0 K ] を選択してシャットダウンさせてください。 

ここで、画面に何も表示されていない場合、もしくは、车ーボード、もしくは 
マウスとディスプレイを接続できない場合は、本装置の POWER スイ、ソチを、 

4秒程度押して、強制終了させてください。 

n POWER スイッチの機能を無効にしていませんか？ 

-いったん本装置を再起動して、目 IOS セットアップユーティリティを起動してく 
ださい。 

く磕認する メニュ ー: rSecu 「 ity 」 一 「Power Switch Inhibit 」 一 「 Disabled 」〉 

□ 本装置が Secure Mode で動作していませんか？ 

一 Secure Mode 中は POWER スイッチが機能しません離制電源 OFF も含む）。 
Secure Mode を解除するには羊ーボードから目 IOS セットアップユーティリ 
ティで設をしたユーザーパスワードを入力してください。 

(D WebUI か5シャットダウンを実行したび、電源び OFF にな!5ない 

□ セッション中に POWER スイ、ソチを押しませんでしたか？ 

ーリモートデスクトップで□グイン時、もしくはセッションが切断されていない 
状態で、本装置の POWER スイ、ソチを押してしまった場合、 WebUI からの 
シャットダウンは成功しません。上記のトラブルシューティングを参照して、 
対処してください。 

POWER スイ、ソチを押していない状態で、電源が OFF にならない場合は、最後 
のリモートデスクトップの使用から15分じ(上経過していることを磕認した後、 
POWER スイ、ソチを押してください。それでも再起動できない場合は、システ 
ムが八ングアップしている可能性があります。本装置の POWER スイ、ソチを4秒 
程度押して、強制終了させてください。 
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(D webui 画面で、上部に r 状態：警告」もしくは r 状態：情報」と表示される 

n 警告-情報の内容を磕認して消去を実行していますか？ 

一 WebUI より警告がある場合に表示されます。「状態：警告」ちし <は「状態：情 
報」の部分をクリックした徽こ、警告の対象となっているメッセージをクリック 
すると、警告内容の詳細が画面下部に表示されます。そこで r メッセージの消 
去」をクリックすることにより、状態が r 状態：通常」と変化します。複数警告が 
ある場合には、すべてのメッセージに対して上記操作を行ってください。 

③ WebUI 画面でストリーミングタブの項目を選択した際や、ストリーミングタブのコン 

テンツ管理画面で操作した際に、 SSL 証明書に関する警告び表示される 

n サーバをを変更していませんか？ 

一本装置では、 SSL 証明書をインストールして化荷していますが、お客様の環境 
でサーバをを変更した場合、この証明書とサーバをが異なるため、 SSL 証明書 
に関する警告が表示される場合があります。この間題を解まするには、3章 r シ 
ステムのセットアップ」の r サーバー証明書の更新」の処理を行ってください。 

® ストリーミング配信メニューのために、 Web サーバで Default Web Site ( HTTP / 

ポート 80) を利用しようとしたび、利用でさない 

n 設定を正しく変更していますか？ 

一本装置では、 HTTP ポート(ポート 80) は、 Windows Media Service でのスト 
リーミング配信用に使用されています。ストリーミング配信メニューのために 
Web サーバを立ち上げる場合は、 Windows Media サービスの HTTP 配信機能を 
停止した後に、 Web サーバを起動する必要があります。じ(下の手順で設定して 
ください。 

1. WebUI を起動し、[ストリーミング]- [Windows Media サービス 9] を選択 
して、 Windows Media サービスの Web 管理インタフェースを起動する。 

2. マシン全体の[プ□パティ]より、[制御プ□トコル]を選択する。 

3. [WMS HTTP サーバ制御プ〇トコル]をチェックした状態で[無効]をク 
リックし、プラグインを無効にする。 

4. WebUI から[メンテナンス]-[リモートデスクトップ]を選択し、 
Administrator 権限のユーザーで□グインした後、デスクトップ画面の[イ 
ン ター ネットインフォメーションサービス川 S ) マネージャ]のアイコン 
をクリ、ソクする。 

5. [Web サイト]を展開し、 [Default Web Site ] を選択した状態で、ちクリッ 
クし、[開始]を選択して Web ページを有効化させる。 

HTTP ポート(ポート 80) での Web サーバが起動します。 
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® StreamPro / WM 9 S - Plus をアンインス I ルした後、再度インス I ルを行ったと 

ころ、ストリーミング管理画面び表示されない 

n SSL を正しく設をしていますか？ 

一 St 「 eamP 「 o / WM 9 S - Plus はインス I ル時に SSL の設定を自動で行いません。 
説明書を参照して、 SSL の設定を行ってください。 

( D プリンタ関連のエラーびイベント□グに残っている 


n 問題ありません。 

一管理 PC にプリンタドライバが組み a まれている場合、リモートデスクトップ機 
能を使用して本装置に接続するとプリンタ関連のエラーが本装置のイベント □ 
グに化力される場合がありますが、動作上の問題はありません。 

® POST び終わ5ない 


n メモリが正しく搭載されていますか？ 

一最低2枚1組の DIMM が搭載されていないと動作しません。 

n 大容量のメモリを搭載していますか？ 

- 搭載しているメモリサイズによってはメモリチェックで時間がかかる場合が 
あります。しばらくお待ちください。 

n 本装置の起動直後にキーボードやマウスを操作していませんか？ 

一起動直後に车ーボードやマウスを操作すると、 POST は誤って丰ーボードコン 
卜□ーラの異常を橫化し、処理を停止してしまうことがあります。そのときは 
もう一度、起動し直してください。また、再起動直後は、目 IOS の起動メッセー 
ジなどが表示されるまで羊ーボードやマウスを使って操作しないようを意して 
ください。 

n 本装置で使用できるメモリ • PCI デバイスを搭載していますか？ 

一弊社が指定する装置 W 外は動作の保証はできません。 

n アレイボードは正しく取りがけられていますか？ 

ーアレイボードの取り付け状態や八ードディスクドライブとのケーブルの接続状 
態を磕認してください。 

また、巨 IOS の設定についても磕認してください。 

n 画面上にエラーメッセージは止)ていませんか？ 

一画面上のエラーメッセージを確認し、適切な対処をしてください(一283ページ)。 

n os 起動（ネットワークブートを含む）を行う PCI ボードを除き、 BIOS セット 
アップユーティリティの設定で PCI ス□、ソトの OptionROM 設をが口 sabled になっ 
ていますか？ 

一目 IOS セットアップユーティリティで設をを確■認してください。 

く磕認するメニュー： rAdvanced 」 一 「PCI Configuration 」〉 
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® 内蔵デバイスや外付けデバイスにアクセスできない（または正しく動作しなし、) 

n ケーブルは正しく接続されていますか？ 

ーインタフエースケーブルや電源ケーブル（コード)が確実に接続されていること 
を磕認してください。また接続順唐が正しいかどうか磕認してください。 

n 電源 ON の順番を間違っていませんか？ 

一外付けデバイスを接続している場合は、外付けデバイス、本装置の順に電源を 
ON にします。 

n ドライバをインストールしていますか？ 

-接続したオプションのデバイスによっては専用のデバイスドライバが必要なも 
のがあります。デバイスに添付の説明書を参照してドライバをインストールし 
てください。 

□ 本装置で使用できる SCSI 装置ですか？ 

一弊社が指定する装置 W 外の動作は保証できません。 

n SCSI 装置の設定を闇違えていませんか？ 

一外付け SCS 顆置を接続している場合は 、 SCSI ID や終端おおなどの設定が必要 
です。詳しくは SCSI 装置に添付の説明書を参照してください。 

n 巨 IOS の設定を闇違えていませんか？ 

一 PCI デバイスを接続している場合は、本装置の目 IOS セットアップユーティリ 
ティで PCI デバイスの割り a みやその他の詳細な設ををしてください。 PCI デバ 
イスについては通常、特に設定を変更する必要はありませんが、ボードじよっ 
ては特別な設をが必要なものもあります。詳しくはボードに添付の説明書を参 
照して正しく設をしてください。 

く磕認するメニュ ー：「 Advanced 」 一 fAdvanced Chipset Control 」 一 「PCI 
Device 」> 

ーシリアルポート、 US 巨ポートに接続しているデバイスについては、 I / O ポート 
アドレスや動作モードの設定が必要なものもあります。デバイスに添付の 
説明書を参照して正し<設定して<ださい。 

<磕認する メニュ ー ： 「 Advanced 」 一「1/0 Device Configuration 」〉 

n SCSI コント□ーラ（オプション）の設をを間違えていませんか？ 

ーオプションの SCSI コント□ーラボードを搭載し、 SCSI 装置を接続している 
場合は、 SCSI コント□ーラボードが持つ BIOS セットアップユーティリティで 
正しく設をしてください。詳しくは SCSI コント□ーラボードに添付の説明書を 
参照してください。 

なお、 SCSI コント□ーラボードが持つ BIOS セットアップユーティリティを 
設定する際は、設定をするス□、ソト外の本体の目 I 0 S セットアップユーティリ 
ティの Option ROM 設をを Disabled 設定:にしてください。 

く磕認するメニュー： 「 Advanced 」 一 「PCI Configuration 」〉 
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キーボードやマウスび正しく機能しない 

n ケーブルは正しく接続されていますか？ 

一本装置背面にあるコネクタに正しく接続されていることを磕認してください。 
一本装置の電源が ON になっている闇に接続すると正しく機能しません ( USB デバ 
イスを除く）。いったん本装置の電源を OFF にしてから正しく接続してくださ 
い。 

n 目 IOS の設定を間違えていませんか？ 

一本装置の目 IOS セットアップユーティリティでキーボードの機能を変更したり、 
マウスを無効にしたりすることができます。巨 IOS セットアップユーティリティ 
で設をを確認してください。 

<確認する メニュ ー ： 「 Advanced 」 一「1/0 Device Configuration 」 一 

rPS/2 Mouse 」、「 Advanced 」 一 rNumlockJ > 

n 本装置が Secure Mode で動作していませんか？ 

一 Secure Mode 中は车ーボードやマウスが機能しません 。 Secure Mode を解除 
するには羊ーボードから BIOS セッ トアップ ユーティリティで 設定した ユーザー 
パスワードを入力してください。 

フ□ッピーディスクにアクセス(読み込みまたは書き込みび)できない 

n フ□、ソピーディスクをフ□、ソピーディスクドライブにセットしていますか？ 

ー フ□、ソピーディスクドライブに r カチ、ソ」と音がするまで磕実に差し込んでくだ 
さい。 

n 書き込み禁止じしていませんか？ 

ーフ□、ソピーディスクのライトプ□テクトスイ、ソチのノッチを r 書き込み巧」に 
セットしてください。 

n フォーマットしていますか？ 

ーフォーマット済みのフ□、ソピーディスクを使用するか、セットしたフ□、ソピー 
ディスクをフォーマットしてください。フォーマットの方法については、 0 S に 
添付の説明書を参照してください。 

n 巨 IOS の設定を闇違えていませんか？ 

一本装置の目 IOS セットアップユーティリティでフ□、ソピーディスクドライブを無 
劾じすることができます。目 IOS セットアップユーティリティで設定を確認して 
ください。 

く磕認する メニュ ー：「 Main 」 一 「Legacy Diskette AJ > 

n 本装置が Secure Mode で動作していませんか？ 

一 Secure Mode 中は、設を内容によってはフ□、ソピーディスクドライブへの書き 
込みが禁止されている場合があります 。 Secure Mode を解除するには羊ーボー 
ドから BIOS セットアップユーティリティで設をしたユーザーパスワードを入力 
してください。 

n ケーブルは磕実に接続されていますか？ 

ーフ□、ソピーディスクドライブインタフェースケーブルが磕実に接続されている 
ことを磕認してください。 





(D DVD / CD - ROM にアクセスでさない 

n DVD / CD - ROM ドライブのトレーじ確■実にセツトしていますか？ 

ートレーには DVD / CD - ROM を保持するホルダーがあります。ホルダーで磕実に 
保持されていることを磕認してください。 

n 本装置で使用できる DVD / CD - ROM ですか？ 

一 Macintosh き用の DVD / CD - ROM は使用できません。 

n ケーブルは磕実に接続されていますか？ 

一 DVD / CD - ROM ドライブのケーブルが確実に接続されていることを磕認してく 
ださい。 

( D 正しい DVD / CD - ROM を挿入したのにじ TF のメッセージび表示される 


CD - ROM が挿入されていないか、誤った 
CD - ROM が挿入されています。 

正しい CD - ROM を挿入してください。 


0 K 


n DVD / CD - ROM のデータ面がミちれていたり、傷ついていたりしていませんか？ 

一 DVD / CD - ROM ドライブから DVD / CD - ROM を取り化し、よごれ、傷などがな 
いことを確認してから、再度 DVD / CD - ROM をセットし、 [0 K ] をクリックして 
ください。 

@ A - ドディスクドライブにアクセスでさない 

(ディスクアレイで構成されている八ードディスクドライブについてはディスクアレ 
イコント□ーラに添付の説明書を参照してください） 

n 本装置で使用できる八ードディスクドライブですか？ 

一弊社が指定する装置 t (外は動作の保証はできません。 

(D PCI デバイスを増設後、正しく動作しなくなった 

n ボードを正し<取りがけていますか？ 

一8章を参照して正しく取り付け直してください。 

n ボードに割り当てた割り込み設定を闇違えていませんか？ 

一6章を参照して正し<設定してください。 

n os 起動を行う、アレイボードを除き、己 IOS セットアップユーティリティの設定で 
Option ROM 設定が、 SCSI 力ードの搭載ス□、ソトは [ Disabled じなっていまずか？ 
一目 IOS セットアップユーティリティで設定を確認してください。 

く磕認するメニュー： rAdvanced 」 一 「PCI Configuration 」〉 

□ ネットワークボードを増設し、ネットワークブートを行わない場合、目 IOS セット 
アップユーティリティの設をで増設した Slot の Option ROM 設定が Disabled になっ 
ていますか？ 

一目 IOS セットアップユーティリティで設定を確認してください。 

く磕認するメニュ ー：「 Advanced 」 一 「PCI Configuration 」〉 
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ネットワーク上で認識されない 


n ケーブルを接続していますか？ 

一本装置背面にあるネットワークポートに磕実に接続してください。また、使用 
するケーブルがネットワークインタフエースの規格に準拠したものであること 
を磕認してください。 

n BIOS の設定を間違えていませんか？ 

一本装置の目 IOS セットアップユーティリティで内蔵の LAN コント□-ラを無効に 
することができます。目 IOS セットアップユーティリティで設定を確認してくだ 
さい。 

く確認するメニュー： rAdvanced 」 一 「PCI Configuration 」 一 

rEmbedded N に (Dual Gbit ) J > 

n プ〇トコルやサービスのセットアップを済ませていますか？ 

一本装置専用のネットワークドライバをインス!ルしてください。また、 TCP / 
IP などのプ〇トコルのセットアップやを種サービスが確実に設をされているこ 
とを磕認してください。 

n 転送速度の設をを闇違えていませんか？ 

一本装置に標準で装備されている内蔵の LAN コント□ーラは、転送速度が 
1 Gbps 、 100 Mbps 、10 Mbps のどのネットワークでも使用することができま 
す。この転送速度の切り替えまたは設をは rPROSet 」 から行いますが、「才ート 
ネゴシエーション最適速度」という機能は使用せず、「1000」、「100」、「10」の 
どちらかに設定してください。また、接続している Hub と転送速度やデュプ 
レックスモードが同じであることを磕認してください。 




Windows Media 9 Appliance Server につし、て 

(D os を起動でさない 

n フ□、ソピーディスクをセットしていませんか？ 

ーフ□、ソピーディスクを取り化して再起動してください。 

n EXPRESS 目 UILDER をセットしていませんか？ 

一 EXPRESS 目 UILDER を取り化して再起動してください。 

n os が破損していませんか？ 

-修復プ□セスを使って修復を試してください（325ページ)。 

® 障害発生時、「自動的に再起動する」の設定で、設定どおりに動作しない 

ーコント□ールパネルの[システム]で障害発生時に r 自動的に再起動する」の設を 
にかかわらず、自動的に再起動する場合や再起動しない場合があります。再起 
動しない場合は、手動で再起動して<ださい。 

[コント□-ルパネル]- >[ システム]一簡細]一[起動/回復] 

( D ブルー画面で電源 OFF びできない 

ーブルー画面で電源を OFF にする時は、強制電源 OFF(POWER スイ、ソチを4秒闇 
押し続ける)を行ってください。一度押しでは電源は OFR こなりません。 

® □グオン後にイベント□グを見るとクラッシュダンプやメモリに関する□グびある 


説明 ( D ) 

クラッシュク''ンフ°を使用できません。 NT はクラッシ1ク''ンフ°に対してフ''-卜 A °- ティシヨンの V - シ''ファイル 
を初期化できませんでした。システムに物理メモリが 3.8 GBU 上あることが原因の可能性があり 
まず。 


I n-O □グび残5ない場合びありまずび、障害び起きた際に原因を早急に確認できるよう ly 
下の説明と同様の解ミ夫手段をとっておくことをお勧めしまず。ページングファイルヴ 
イズの説明については、4章の r ディスクとメモリ管理」を参照してください。 

n メモリの増設をしていませんか？ 

ーメモリを増設した場合は、ページングファイルのサイズも増やす必要がありま 
す。増設したメモリにネ目応するようにページングファイルのサイズを設定し直 
してください。 

ページングファイルサイズは、搭載メモリ X 1.5 倍 W 上が基本です。 

必ず 0 S パーティションじ上記サイズを磕保してください。 STOP エラー発生時 
じメモリダンプを採取するために必要です。 

[コント□-ルパネル] の [システム] を選択し、 [パフォーマンス] をクリ 、ソク し 
ます。「仮想メモリ」の[変更]をクリックしてください。 

初期サイズと最大サイズを変更し、[変更]をクリックします。 

再起動が必ず必要です。 
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ij モートデスクトップより 、 Windows Media サービスの MMC 管理コンソールを起 

動した際に、管理できるサーバない 


n マシンをを変更していませんか？ 

一 Windows Media サービスの MMC 管理コンソールより起動すると、初期セット 
アップ等で、マシンをを変更した場合、管理対象サーバから、□一カルサーバ 
が消える場合があります。じ(下の手順で管理コンソールじ□一カルサーバを追 
力□することができます。 

1. 起動画面上の Add a server 」 の矢印部分をクリ、ソクする。 



2. サーバの追力□ダイア□グボックスで、 「 localhost 」 と入力し、 [0 K ] をク 
リ、ソク する。 



W 上の処理で□一カルホストの管理ツリーが追力日されます。 

運用中にイベントビユーアのイベント□グに次のような内容の警告び記録される 

イベント ID : 13 

ソー又 E 1000 

種類： 警告 

説明： Intel ( R ) 82544 GC based network connection 

PRO 巨 LEM:Could not establish link . 

ACTIONiCheck network cable . 

ACTIONiRun PROSet diagnostics . 

イベント ID :13 

ソー又 E 1000 

種類： 警告 

説明： Intel ( R ) 82544 GC based network connection #2 

PRO 巨 LEM:Could not establish link . 

ACTIONiCheck network cable . 

ACTION:Run PROSet diagnostics . 


半 


Teaming (チーミング)時には、 JU 下も登録される場合があります。#0は Team 番号。 
ソース: iANSMinipo け、イベント0:11,13の警告も同様に登録される場合があります。 



























イベント ID : 16 
ソース： iANSMiniport 

種類： エラー 

説明： Team #0 :The last adapter has lost link . 

Network connection has been lost . 

n 問題ありません。 

-> LAN ドライバをインストールした場合、システム起動時に上記のイベント□グ 
が記録されますが、 LAN ドライバの動作上問題ありません。 

③ LAN ドライバの速度設定を1000 Mbps か5100 Mbps に変更したのに ESMPRQ / 

統合ビューアのデータビューアでネットワークの詳細を参照すると、設定したスピー 

ドび不正に表示 （1000 Mbps ) される 

n 問題ありません。 

一 LAN ドライバの速度設をを変更した場合、表示が不正になりますが、 LAN ドラ 
イバの動作には影響ありません。 

(D r コンピュータの管理」一 r システムツール」一 r システム情報」一 r システム概要」表示に 

て、プ□セッサのスピードび正しく表示されない 

n 問題ありません。 

一表示が不正になりますが、装置の動作には問題ありません。 

( D 「システムプ□パティ」 一 r 全般」タブの中で、プ□セッサの名称びずれて表示される 

一装置の動作には問題ありません。 

® 運用中にイベントビューアに下記内容の XXX の警告び登録される場合びある 

イベント ID : 37 

説明： ライブラリ内で不明な問題が発生したため、 WMI ADAP は"ファイル 

を"パフォーマンスライブラリを読み a むことができませんでした。 
また OxOService Pack 3 CD-ROM をイを用した場合は、 DVD / CD - R 0 M 
ドライブから抜き取ってください。 

イベント ID : 41 

説明： Collect 関数で時間違反があったため、 ADAP は"ファイルを"パフォー 

マンスライブラリを処理できませんでした。または009サブキーで値 
が見つからなかったため、 WMI ADAP はパフォーマンスライブラリ" 
ファイルを"のオブジェクトインデ、ソクス"インデックス番号"を作成 
しませんでした。 

イベント ID : 61 

説明： open 関数で時闇違反があったため、 WMI ADAP は"ファイルを" 

パフォーマンスライブラリを処理できませんでした。 

n 問題ありません。 

ーカウンタの間題または WMKWindows Management Instrumentation ) パ 
フォーマンスライブラリ dredger の無効な正の戻り値が原因で登録されること 
がありますが、運用上は特に問題はありません。 
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運用中にイベントビューアに下記内容の LoadPerf の警告び登録される場合びある 


ィベント ID : 2000 

説明： インストールファイルでオブジェクトの一覧が見つかりませんでし 

た。オブジェクトの一覧をインストールファイルじ追力□すると、 
パフォーマンスカウンタを計測するときに、システムのパフォーマン 
スが改善されます。 

n 問題ありません。 

一 WMKWindows Management Instrumentation ) が表示されたパフォーマンス 
カウンタを求めることが原因で登録されることがありますが、運用上は特に間 
題はありません。 

運用中にイベントビューアに下記内容の rasctrs の警告び登録される場合びある 

イベント ID : 2001 

説明： インストールファイルでオブジェクトの一覧が見つかりませんでし 

た。オブジェクトの一覧をインストールファイルに追力□すると、 
パフォーマンスカウンタを計測するときじ、システムのパフォーマン 
スが改善されます。 

n 問題ありません。 

一 Systenn 「 oot ¥ systenn 32¥ d 「 ive 「 s フォルダ配下に ND に WAN . SYS が存在するか 
どうか磕認してください。システムの再起動後に本エラーが登録されていない 
場合は、運用上は特に問題はありません。 

運用中にイベントビューアに下記内容のエラーび登録されることびある 

イベント ID : 107 
ソース： WMIxWDM 

説明： 報告されたマシンチェックイベントは致命的なエラーです。 

n 問題ありません。 

一本エラー□グは r 致命的なエラー」として登録されますが、 WMIxWDM は回復巧 
能なエラーがプ□セ、ソサ内で発生したときに登録されるイベントであり、致命 
的なエラーではありません。 

エラー内容は、 CPU 内部にてエラーを橫化したことを示していますが、エラー 
は自動的に訂正されるため、運用上は問題ありません。 

イベント□グのアプリケーション□グに、似下のエラーび出力される 

イベント ID : 323 

ソース： WMServer 

種類： エラー 

説明： サーバのプラグイン rWMS Client Logging 」 が次の情報で失敗しまし 

た：エラーコードニ 0 x 80072 af 9、 エラーテキストニ'そのようなホス 
卜は不明です 。I 

n 問題ありません。 

ーネットワークの線をあいた状態で起動した場合に発生します。ネットワーク接 
続が有効な状態では本エラーは発生しません。 







EXPRESSBUILDER について 

EXPRESSBUILDER から本装置を起動できない場合は、次の点について確認してください。 

n POST の実行中に EXPRESSBUILDER をセットし、再起動しましたか？ 

一 POST を実行中に EXPRESSBUILDER をセットし、再起動しないとエラーメッセージ 
が表示されたり、 0 S が起動したりします。 

n BIOS のセットアップを間違えていませんか？ 

一本装置の目 IOS セットアップユーティリティで起動デバイスの優先順位を設定するこ 
とができます。目 IOS セットアップユーティリティで CD-ROM 
ドライブが最初に起動するよう順唐を変更してください。 

<確認するメニュー： rBoot 」> 


EXPRESSBUILDER 実行中、何らかの障害が発生すると、 W 下のようなメッセージが表示 
されます。メッセージを記録して保守サービス会社に連絡してください。 


メッセージ 

原因と処理方法 

本プ□グラムの動作対象マシンではあり 
ません。 

EXPRESSBUILDER の対象マシンではありません。対 
象マシンで実行して<ださい。 

NvRAM へのアクセス(こ失敗しました。 

不揮発性メモリ （NvRAM) (こアクセスできません。 

八ードディスクへのアクセスに失敗しま 
した。 

八ードディスクドライブが接続されていないか、八ード 
ディスクドライブが異常です。八ードディスクドライブ 
が正常に接続されていることを確認してください。 

マザーボード上に装置固有情報が存在し 
ません。オフライン保守ユーティリティ 
の[システム情報の管理]を使用してバ 
、ソクアップした情報をリストアするか、 
情報を書き} A んで<ださい。この作業は 
保守員 iU かは巧わないで<ださい。オフ 
ライン保守ユーティリティを起動します 
か？ 

マザーボード交換時など、 EXPRESS 目 ULDER が装置 
固有情報を見つけ6れない場合(こ表示します。保守員 
はオフライン保守ユーティリティを使用して情報を書 
き} A んで < ださい。 


この他にも障害を横化するとエラーメッセージが表示されます。表示されたメッセージを記 
録して保守サービス会社までご連絡ください。 


ディスクアレイに関するセットアップ中に障害を橫化するとディスクアレイのセットアップ 
をス车、ソプします。このようなメッセージが現れた場合は 、 LSI Logic ディスクアレイコン 
卜□ーラまたは八ードディスクドライブじ障害が発生しているおそれがあります。保守サー 
ビス会社に保守を依頼してください。 
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マスターコント □ ールメニューについて 

( D オンラインドキュメントび読めない 

□ Adobe Acrobat Reader が正しくインストールされていますか？ 

-> オンラインドキュメントの一部は、 PDF 形式で提供されています。あらかじめ 
Adobe Acrobat Reader(Version 4.05 JU 上)をご使用のオペレーティングシス 
テムへインストールしておいてください。なお 、 Adobe Acrobat Reader は、 
EXPRESS 目 UILDER からインス I ルすることができます。マスターコント 
日ールメニューを起動後、「ソフトウェアのセットアップ」の 「Adobe Acrobat 
Reader 」 を選択してください。 

( D オンラインドキュメントの画像び見にくい 

n ご使用のディスプレイは、256色]: i 上の表示になっていますか？ 

- ディスプレイの設定が256色ホ満の場合は、画像が見に<<なります。256色 
W 上の表示ができる環境で実行して<ださい。 

マスターコント□—ルメニューび表示されない 

n ご使用のシステムは 、 Windows NT 4.0 W 降、または Windows 95 J :_ i 降ですか？ 
一 CD - ROM の Automn 機能は 、 Windows Server 2003 /Windows 2000、およ 
び Windows NT 4.0 、 Windows 95 JU 降でサポートされた機能です。それ JU 前 
のバージョンでは自動的に起動しません。ごを意ください。 

n く Shift > 羊一を押していませんか？ 

一く Shift 〉 キーを押しながら CD - ROM をセットすると、 Autorm 機能が羊ャンセ 
ルされます。 

n システムの状態は問題ありませんか？ 

ーシステムのレジストリ設をや CD - ROM をセットするタイミングによっては 
メニューが起動しない場合があります。そのような場合は、 CD - ROM の 
¥ MC ¥1 ST . EXE をエクスプ□ーラ等から実行してください。 

③ メニュー項目びグレイアウトされている 

n ご使用の環境は正しいですか？ 

一実行するソフトウェアによっては、管理者権限が必要だったり、本装置上で 
動作することが必要だったりします。適切な環境にて実行するようにしてくだ 
さい。 







ディスクアレイについて 

ディスクアレイに関するトラブルについては次の項目について磕認してください。 

本装置に標準装備の HostRAID については次に記載する内容、またはオンラインドキュメン 
卜 「HostRAID SCSlSelect Utilty 操作説明書」および 「 HostRAID ™ Adaptec Storage 
Manager™ Browser Edition ユーザーズマニュアル」を参照してください。 

オプションのディスクアレイに関するトラブルじついてはオプションボードに添付の説明書 
を参照してください。 

® OS をインス I "ールできない 

n ディスクアレイコント□ーラのコンフィグレーションを行いましたか？ 

ーディスクアレイコント□ーラのコンフィグレーションユーティリティを使って 
正しくコンフィグレーションしてください。 

n □ジカルドライブを複数作成していませんか？ 

一□ジカルドライブを 1 つだけ作成してからインス I -ールしてください。 

os を起動できない 

□ディスクアレイコント□ーラの目 IOS 設をが変更されていませんか？ 

-> POST の画面からディスクアレイ BIOS ユーティリティを起動して BIOS の設定: 
を正しい値に変更してください。 

n POST でディスクアレイコント□ーラを認識していますか？ 

ーディスクアレイコント□ーラが正しく接続されていることを磕認してから電源 
を ON にしてください。 

一正しく接続していても認識されない場合は、ディスクアレイコント□ーラの故 
障が考えられます。契約されている保守サービス会社または購入された販売店 
へ連絡してください。 

( D リビルド(再構築)びできない 

n リビルドする八ードディスクドライブの容量が少なくありませんか？ 

一故障した八ードディスクドライブと同じ容量のディスクを使用してください。 
一誤ったコンフィグレーション情報をリストアしていないか磕認してください。 

□ 整合性チェックが実行中ではありませんか？ 

- 整合性チェック終了後、リビルドを開始してください。 

n RAID 構成が、 RAID0 ではありませんか？ 

一 RAID0 には冗長性がないため、リビルドはできません。故障した八ードディス 
クドライブを交換して、再度コンフィグレーション情報を作成し、初期化して 
から、バックアップデータを利用して復旧してください。 

( D オートリビルドび機能しなしバ増設 D 旧 K 箇体なども含む) 

n 八ードディスクドライブを交換(ホ、ソトスワップ)するときに十分な時間を空けまし 
たか？ 

ーオートリビルドを機能させるために八ードディスクドライブの取り外し•取り 
がけには 90 秒じ(上の闇隔を空けてください。 

□ 整合性チェックが実行中ではありませんか？ 

-> 整合性チェック終了後、リビルドを開始してください。 
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ESMPRO について 


ESMPRO/ServerA 呂 enUWindows 版）について 


- 5章でトラブルの回避方まやその他の補足説明が記載されています。参照して<だ 
さい。 

ESMPRO/ServerManager について 


ーミがの 「 EXPRESSBUILDERJCD - ROM 内のオンラインド车ュメント 「 ESMPRO / 
Se 「 ve 「 Mamge 「インストレーションガイド」でトラブルの回避方まやその他の補足 
説明が記載されています。参照して<ださい。 


Power Console Plus について 

一5章の説明を参照してください。 


バックアップ装置について 

( D システムのイベント□グに SCSI ポートエラーび記録される 

ーバックアップ装置を本装置の SCSI コント日ーラ（オンボード SCSI ) に接続して使用 
する場合は、バックアップ装置のファームウェアアップデートが必要になる場合が 
あります。ファームウェアバージョンの磕認およびファームウェアアップデートの 
方法は5章、「ストリーミングサーバソフトウェア」の r バックアップ装置ファーム 
ウェアアップデートツール」を参照してください。 
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障害情報の採取 


7 


万一障害が起きた場合、次の方までさまざまな障害発生時の情報を採取することができま 故 



な 


VI-0 • ly 降で説明する障害情報の採取については、保守サービス会社の保守員か5情報採取の ミ 

依頼びあったとをのみ採取してください。 i 

• 障害発生後に再起動されたとを、仮想メモリび不足していることを示すメッセージび 合 

表示されることびありますび、そのままシステムを起動してください。途中でリセット ^ 
し、もう一度起動すると、障害情報び正しく採取できません。 キ 

は 


イベント□グの採取 


本装置に起きたさまざまな事象（イベント）の□グを採取します。 



STOP エラーやシステムエラー、ス I ルび起きている場台はいったん再起動してか5 
作業を始めます。 


[ヒント 


オプションの CPU の中には異なる 
レビジョン（ステッピング）のものが 
含まれている場合があります。異な 
るレビジョンの CPU をミ昆をして取 
り付けた場合、イベントビユーアの 
システムログにじ(下のようなログが 
表示されますが、動作には問題あり 
ません。 


JUx] 


ィペント1 

日な： 

2001/07/02 

ソ—义 

Application Popup 

t 1 

巧刻： 

22:13 

分親 

ねし 


巧親 

'\m 

ィぺントの: 

41 

♦ 1 

ユーザー(が： 

剛 



% 1 

コンピュ-夕を): 

SERVER -1 




説明屯)： 


:のマルチプ化ツサシステムの CPU は、一 g 脚同則ピジヨシレベルではありません。すぺ 
てのプ□たツサをほ巧するた胁こオパトティンヴシステムをシステムで巧能ね最小のプロ 
わサ(こ制限します。このシステムで間題力嘴ちする巧含は、 C …殺话元(逝い合わせて 
この荒さプ化ツサびサポートされているかどうかを植忍してください。 


データの： (? "イトの）广ワード ( W ) 


0000： 

00 

00 

00 

00 

01 

00 

d 4 

00 .0. 

Jtl 

0008： 

00 

00 

00 

00 

29 

00 

00 

40 .…） ..e 

0010: 

02 

00 

00 

00 

29 

00 

00 

40 .…） ..e 


0018: 

00 

00 

00 

00 

00 

00 

00 

00 . 


0020: 

00 

00 

00 

00 

00 

00 

00 

00 . 











zl 


1 . コント□ールパネルか6[管理ツール]- 
[イベントビューア]をクリ 、ソク する。 

2 . 探取する□グの種類を選択する。 

[アプリケーション□グ]には起動してい 
たアプリケーションに関連するイベント 
が記録されています。[セキュリティ 
□グ](こはセキュリティ(こ関連するイベン 
卜が記録されています。[システム□グ] 
には Windows のシステム構成要素で発生 
したイベントが記録されています。 

3. [操作]メニューの[□グファイルのを前を 
付けて保存]コマンドをクリ、ソクする。 



] 棵巧(が 亲示 w 

1^ 直向 

即闇固 




nn/TiSFVI s 、韦一… ^ 

A ず パ: てのイ パ: シトを消ま吃） 

博卽 

博卽 

博卽 

盾卽 

盾卽 

をおの変更 ( M ) 

最新の憎卽にを巧(む 
一居の： L ウスポート(じ 

プ□バティ昭 

AJ レプお） 


ィ1 
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4. [ファイルを]ボックスじ保存するアーカイブ□グファイルのを前を入力する。 

己.[ファイルの種類]リストボックスで保をする□グファイルの形式を選択し、 [0K] ボタンをクリツ 
クする。 


詳細については Windows のオンラインヘルプを参照してくださし、 


構成情報の採取 

本装置の八 ー ドウエア構成や内部設を情報などを採取します。 
情報の採取には r 診断プ□グラム」を使用します。 


M-O STOP エラーやシステムエラー、ス I ルび起をている場台はいったん再起動してか 5 
作業を始めます。 


1. スタートメニューの[設定]をポイントし、[コント□-ルパネル]をクリックする。 

[コント□ールパネル]ダイア□グボックスが表示されます。 

2. [管理ツール]アイコンをダブルクリックし、[コンピュータの管理]アイコンをダブルクリック 
する。 

[コンピュータの管理]ダイア□グボックスが表示されます。 


3. [システムツール]-[システム情報]をクリックする。 


4. [操作]メニューの[システム情報ファイル 
として保存]コマンドをクリックする。 

已.[ファイルを]ボックスに保をするファイ 
ルのを前を入力する。 

巨.[保を]ボタンをクリックする。 



じ!システ 
白ハ-ド 
じ!]シポ 
白ソ7卜 
r~IIriterr 


( システム憎邮7ァイルとしてな巧取..つ 


1 A ' 1 


すバてのうスウ (K) 

> 

が刷 (R) 

を巧の情邮じを巧 (F) 
一脈ウスポ- h4) 


AJ け出） 



ワトソン博±の診断情報の採取 

ワトソン博±を使ってアプリケーションエラーに関連する診断情報を採取することができま 
す。ワトソン博±の詳細については、 0 S のヘルプを参照してください。 
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〇〇 〇 
(D ク ID 

/〇 


メモリダンプの採取 

障害が発生し、メモリダンプを採取したいときに DUMP 
スイッチを押してください。スイ、ソチを押すときには金 
属製のピン(太めのゼムクリップを引き伸ばして代用巧） 

をスイッチ穴に差し込んでスイ、ソチを押します。 

スイ、ソチを押すと、メモリダンプは設定されている保を 
先に保存されます （ CPU がス I -ールした場合などでは 
メモリダンプを採取できない場合があります）。 ' 

DUMP スイ、ソチ 


つま楊ほやプラスチックなど巧れやすいものを使用 
しないで < ださい。 


210101 




メモリダンプの採取 

障害が起きたときのメモリの内容をダンプし、探取します。ダンプを DAT に保存した場合 
は、ラベルに 「 NTBackup 」 で保存したか 「 ARCServe 」 で保存したかを記載しておいてくださ 
い。インストール時には自動的に保存先やページングファイル(仮想メモリ）サイズを設定し 
ますが、メモリを増設した場合には、システムのページングファイル(仮想メモリ）のサイズ 
をメモリ容量に応じて増やす必要があります。詳しくは r メモリの管理」 (4 章)を参照してく 
ださい。 

M-O • 保守サービス会社の保守員と相談した上で採取してください。正常に動作しているとき 
に操作ずるとシステムの運用に支障をきたすおそれびありまず。 

• 障害の発生後に再起動したとをに仮想メモリび不足していることを示すメッセージび 
表示される場合びありまずび、そのまま起動してください。途中でリセットして起動し 
直すと、データを正しくダンプでをない場合びあります。 


採取時の注意事項 

DUMP スイ、ソチを押してダンプを実行した後に本装置が再起動しない場合があります。この 
場合、リセ、ソトスイ、ソチに7ページ参照）を押して本装置を再起動してください。 


〇 〇 〇 

AS9 


〇 
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IPM 帽報のバックアップ 

IPMI 情報を採取します。情報を採取するためには、 ESMPRO / ServerAgent がインストール 
されていなければなりません。 


1. スタートメニュー から[プ □グラム ト忙 SMPRO ServerAgent 卜忙 SRAS ユーティリテイ] を 
選ぶ。 


正 SRAS ユーティリティ]ウィンドウが表示されます。 


2 . ツリービューより[最新情報]を選択し 
て、□一カルコンピュータの情報を取得 
する。 

データが表示されれば取得ができたこと 
になります。 

3. [ファイル]メニューから[現在の IPMI 情報 
をバックアップする]をクリ、ソクする。 


4. バックアップ対象のコンピュータをを 
確認する。 


77イル ( E ) 亲示 W 


ESRAS ユーティ U ティ 


自…げ NEC-SERVER 

白…じ i Intelligent Platform Management hU 
主を..〔苗最斩障邮 ：） 

U がッ好の"居卽 
官 Network 


己.退避するバックアップファイルをと保を 
する場所を指定して[バックアップ]をク 
リ、ソク する。 


t:>ESR AS ユーティリティ 


現をの IPMm 卽きハ川7のする®... ] 

• 1-1 ■■■■..— V |1 yT \ ホニ'厂、 

^みり了のつ7イ ルの表を中止に） 


77リク-別ンのが了蝴 

;…" U パ W がち ; h 
…" ~Q Network 


: nt Lite 


IPM 惟訊がックアが 


遥巧したサー J が) ipwr 障ま 
] ンピュータをの f 


バ Vj ア..。*1。ィ||.么(0. 


爹昭留 ...( 


■サー J i の碟巧を、巧まをを内容事を入力してください。 


1：がが.グ^ 


] 




閉じる ( U 」 
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システムの修復 


何らかの原因でシステムを起動できなくなった場合は、回復コンソールを使用してシステム 
の修復を行います。ただし、この方法は詳しい巧識のあるユーザーや管理者 t (外にはお勧め 
できません。詳細じついては、オンラインヘルプを参照してください。 

I —"〇 A — ドディスクドライブび認識でをない場合は、システムの修復はできません。 
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